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Ⅰ はじめに

平成 13年度から進められているわが国の母子保健に関する国民運動計画である ｢健

やか親子21｣では､思春期保健相策の強化と健康教育の推進が盛り込まれ､その具体目

標として10代の人工妊娠中絶と､性感染症の減少が課題となっている｡

特に10代の人工妊娠中絶は16歳以降急激に増加していることから､早い段階からの

性教育の必要性が叫ばれている｡また､10代で人工妊娠中絶を受けた626人を対象にし

た調査結果 (幡,2006)から､産みたかったとする女性は38142%を占めており､I°代

で出産育児をするための社会政策を整えることも課題であるとされている｡

こうした現況にあって､長野県下の ｢健やか親子21｣の中間評価を迎え､中長期的な

思春期の性に対する施策の評価と課題を明確にすることが求められている｡5年後の

2010年には最終評価に向けた指針が必要になっている｡しかし､長野県下の10代の性

に関する意識と行動の実態は十分に明らかにされているとは言えない｡また､北信地域

や中信地域を中心としたピアカウンセラーの養成と､その後のカウンセラーの活動が定

着しつつある中で､今後さらに､各学校などにおける性教育活動に資するために､性の

意識と行動に対する実態を明らかにするという基礎的な研究課題をもち､本研究に取り

組んだ,

Ⅱ 研究目的

1 性差による10代の性に関する意識の実態を明らかにし､地区や世代､在住人口､

大学進学率､性体験､初体験年齢による検討をする｡

2 性に対する意識が性教育やピアカウンセラーの活動によってもたらされる影響に

ついて検討する｡

3 長野県に在住する10代の性の意識と全国規模の同世代の性の意識との比較を行う｡

4 青年期における自己肯定意識と性意識 (生命尊動感､性交渉制御感)との関連性に

ついて検討する｡

Ⅲ 研究方法
1 研究対象 ;

長野県下より抽出された10代の男女3819名 (高校21校<2年生>､大学 ･短大5校<

1年生>)のうち､実際に調査票を本人に届けることができた者｡

2 調査方法 ;

研究者が直接依頼し､大学､高等学校については､学校長を通じ調査の了解を得た後､

留め置き法 (学校配布､後日回収)による調査を行う (調査用紙は別紙による)｡いず

れも無記名自記式回答とする｡

-1-



3 デ｣タ収集の手順 ;

研究者が直陵学校長に研究の主旨､目的､方法についてを説明し､承諾を得るo承諾

の得られた学校に調査用紙を必要部数郵送する｡保護者および対象者には､調査の主旨

を説明する文書にて協力の依頼をし､調査用紙の回収をもって了解が得られたものと判

断する.学生-の調査用紙の配布および回収方法は各学校に委ねた｡

調査用紙に記入した後は用紙を封筒に入れ密封して回収した｡回収された調査用紙

は､学校ごとに着払い便にて長野県看護大学-返送を依頼した｡

4 調査内容 ;

次にあげた1)､･2)の先行調査を参考にして､質問紙調査表を作成した (Q1124)0

1)平成 16年度厚生労働科学研究費補助金 ｢望まない妊娠､人工妊娠中絶を防止する

ための効果的な避妊教育プログラムの開発に関する研究｣の一環である ｢第2回男

女の生活と意識に関する調査報告書｣2005年､ ｢兼京都幼 ･小 ･中 ･高 ･心障学

級 ･養護学校の性意識 ･性行動に関する調査｣2005年､および ｢第6回青少年の

性行動全国調査報告｣2007年,NHK日本人の性行動 ･性意識2002年

2)平成 15年度厚生労勘科学研究費補助金 ｢学校保健との連携による健康教育の研究｣

の十環として平成16年に実施された､長野県佐久地域における ｢中学生の性に関

する意識と行動｣

主たる質問項目は､対象者の属性として､年齢､地域特性､両親の有無と職業､兄弟

姉妹の有無､同性 ･異性の友人､性に対する考え方や行動の影響､性に対する意識 (性

交渉､胎児､中絶に対する考え､性に関する教育内容の希望や時期､性感染症や避妊に

対する認識､自己肯麗惑尺摩項目､ピアカウンセラー養成や性教育に対する経験､性体

験の有無や初体験時の避妊など)

5 分析方法 ;

世代､地域 (在住地区､および在住人口規模別)､大学進学率､関連要因 個差､

性飼 料 自己肯定意識との分析するため､SPSS統計ソフトver14を用いて統計学

的な処理 (x2検定､相関分析､分散分析､因子分析､重回帰分析)を行なった｡自

5 由記述については内容を検討し分類した｡

6 倫理的配慮 ;

本研究は平成 17年度長野県看護大学倫理委員会の承認'(審査番号#14)を得ている｡

1) 研究対象者-の身体的､心理的､社会的なリスク

質問紙に答えるための時間的な制約が生じる｡質問紙詞査はプライバシーの保護と

匿名性の確保に留意する｡また､研究-の協力は自由参加とする｡
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2)研究によって得られる利益とその利益を受ける人

質問紙調査により､自らの性についての考え方を振り返る機会となる｡

3) 研究実施に際し研究対象者から許可を得るためのインフォームドコンセント

(1)保護者に対する研究の主旨を説明する文書を酉己布し理解を仰ぐ｡

(2)研究対象者に対して､文書にて研究の主旨､目的､方法の説明を行い承諾を

得る｡

(3) 研究参加-の同意は､個人の意思によるもので決して強要されないことを保

証する｡

(4)~一度同意しても､研究途中で中止を申し出ることが可能なことを保証する｡

(5) プライバシーの保護､研究不参加による不利益が生じないことを保証する｡

(6) 質問紙の回答は､--本人が回答したいことのみに回答しても良いという対象者

の権利を保証する｡

(7) 質問紙については､研究終了時にt胡支棄する.

(8) 研究に関する疑問･質問にはいつでも回答する｡

(9) 研究結果を論文として公表するが､個人名が特定されないようにする0

Ⅳ 結果

1 調査用紙の回収率

長野県下20高等学校および2短期大学､3大学に合計3819部配布し､2859

部の回収が得られた｡そのうちの有効回収部数は2779部､有効回収率は72.8%

であった｡

2 対象者の属性

対象者の年齢平均は17.1±1.2歳 (最小16,最大20)､性別では男性1276人 (4

6%)､女性1503人 (54%)であった｡兄弟姉妹のいる者2667人 (95%)､一

人っ子171人 (4%)であった｡出身学校の県下地区別割合では､北信地区1088

人 (39%)､東信地区138人 (5%)､中信地区905人 (32%)､南信地区648人
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(23%)であった｡在住人口別では､人口10万人以上の市1168人 (44%)､人口

10万人未満3万人以上の市775人 (29%)､3万人未満の町村683人 (26%)で

あった (表ト1.2.3)0

表1-1対象者の属性

属性 人数 人数 %

午節 16 744 26

17 1525 54

18 191 7

19 319 ll

性別 男 127646
有父無の 有 221192
鹿父業の 勤め人 2053 93

有母無の 有 2723 ノ98

母の職莱 勤め人 2056 75

自営業(農業含む) 207 8

弟 918 23

柿 919 24

妹 924 24

n=2779(兄弟姉妹の有無は重複回答あり)

表卜2対象者の地域特性

地域 人数 人数 %

村在規の住･模人市口町 人口10万人以上の市 1168 44

人口10万人以下の市 775 29

人口3万人以下の町村 683 26

学校所荏地区 北信 1088 39

中信 905 32

.東倍 138 5

表卜3対象者の友人の状況

項目 人数 人数 %

同性 学校でよく話をする 2108 39一緒に遊びに行く友人 1765 33

何でも打ち明けて話せる友人 1512 28

異性 親友と呼べる友人 627 49恋人と呼べる友人 599 26

n=2779(重複回答あり)

3 性意識と性行動の性差による特徴

1)同性 ･異性の友人 .

同性の友人では､交友関係が男子は女子と比して､学校でよく話しをする>

一緒に遊びにいく>何でもうちあけて話すの順で友人の保有率が少なくなる｡

女子の場合も同様ではあるが､"一緒に遊びにいく"と "何でもうちあけて話す"

の友人の保有率の差は､男子ほどには多くない (表 2-1)｡

異性の友人では､男子は女子に比して､｢グループでつきあう｣､ ｢親友と呼

べる｣ が多く､女子は男子に比して ｢恋人と呼べる｣が明らかに多い｡今回の結

果から交友関係は女子が男子に比べて活発であるといえる (表2-2)(図1)0
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表2-1ご性差ばよる同性の友人 n-2779(有効回答)

項目 性別 男 % 女 %

学校でよく話をする いる 956 74.9 1152 76.65*

一緒に遊びに行く いる '713 58.2 lO?2 67.8**
いない 533 41.8 481 32.00

何でも打ち明けて話せる いる 530 41.5 982 65.34**

x 2検定 *p<0.05 **p<0.01

表2-2 性差による異性の友人 n=2779(有効回答)

項 目 _ 別 男 % _女 %

ク.p-7'セつきあう いる 539 42.2 631 41.98nS
いない 737 57.8 872 58.02

親友と呼べる いる 314 24.6 313 20.83*-.
いない 962 75.4 1190 79.17

恋人と呼べる いる 222 17.4 377 25.08**

x 2検定 *p<0.05 **p<0.01

妻 . . ∴ク'k--J'てっさあう 無 当 .'ll.98-------:JJ2.2l 秤

rf_二二- 1l寿ギif=::.守
一.C}

o _I,0 40 60 80 100 %

表3-1 性差による性的な関心

2)性の関心や悩み ･性

の影響

性的関心については､

男子は女子に比し ｢関心

がある｣が有意に多く(義

3-1)､性に対する不安や

悩みでは､女子が男子に

比して ｢不安がある｣が

有意に多かった (表3｢2)

(図2)0

n=2686(有効回答)

項目 TJ .男 % 女 %
ある -649 51.55 336 23.55

ない ′ 87 6.91 214 15.00**

x2検定 **p<0.01
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表3-2 性差による性に対する不安や悩み

項目 性別 男 % 女 o/o二､_:

･奉る 185 15.99 294 21.70**
ない ~~972 -84.01 1061 78.30

I2検定**p<0.01

性に対する不安や悩み

の内容については､.もっ

とも多い ｢性?知識工でT.
は､男女とも ｢性感染症｣

が多かった｡

｢自分のこと｣一では､

男子は ｢妊娠-の不安｣､

女子は ｢性行為-の不

安 ･恐怖｣であった｡

｢異性･同性との付き合い方｣では､男子は｢異性とのコミュニケーション法｣､

女子は ｢異性との付き合い方｣であった｡ く
また､性の不安や悩みに関する学生の自由記述では､ ｢性の知識｣､ ｢自分

のこと｣､ ｢異性 ･同性とのつきあい｣､ ｢その他｣であった｡ ｢性の知識｣

では､男女とも ｢性感染症について｣が最も多く､特に女子は男子の約 2倍で

あった｡

次いで男子では､ ｢性行為のやり方 ･方法｣､ ｢性についての知識｣､ ｢避

妊の具体的な方法｣.と ｢性行為についての具体的な内容｣ であった｡これに対

し､女子では ｢避妊や性行為について｣であり､その他､ ｢性行為が何のため

に行われているのか解らない｣､ ｢知BJないことが多いこと｣から､性行為の

意味や性の知識自体が少ないことを悩んでいた｡

併せて､学生は ｢自分｣に対して最も不安や悩みを感じていた｡ ｢妊娠や性

行為-の不安｣は男女ともに多かったが､男子の方が多い傾向であった｡男千

では他に､自分の体 ･体型の事､包茎､早漏､性行為の体-の影響､パー トナ

ーとの性交渉についてといった具体的な内容の他､異性 ･同性にどう思われて

いるか､異性と付き合ったことがない､友人と価値観が全く違っている､他人

を信じられないといった自分自身の意識に関する悩みがあった｡性交渉をした

いと考えている学生がいる一方で､なるべくそういうことはまだしたくないと

思っていた｡

女子では性行為を ｢怖い ･不安｣と感じている学生がいた｡また､生理がな

い ･不規則､妊娠しにくいのではないか､処女であること､避妊してくれない､
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J

人工妊娠中絶後のことなどの具体的な内容の他､パー トナーとの性に対する考

え方の違い､異性の気持ちが分からない､交友関係といった男子学生と同様に､

自分自身の意識や人間関係に関する内容があった｡自分の性について､同性愛

者の傾向がある､自分の体は女だが心まで全て女ではないが男とも思っていな

いと悩んでいた｡また､性に関して不安があっても産婦人科に行きにくいとい

う意見があった｡

｢異性 ･同性とのつきあい｣では､ ｢自分のこと｣ とも類似しているが､男

女ともにコミュニケーションや付き合い方に不安や悩みを感じていた｡また､

普段からの関わりの中で､周りが妙に色気づいている､会話がきわどくてびっ

くりする､男はみな野蛮､所詮男､などの異性 ･同性に対する様々な感情を抱

いていた｡ ｢その他｣では､漠然としている､何を悩んでいるのかわからない

といった意見があり､性に関して不安や悩みを感じているが､それが何なのか

まではわからないと考えていた (表3-3)0

次に､性に影響を与えたものでは､男子では､友人>漫画コミックス>先輩>

性教育>インターネット>そり他の本であった｡

女子は友人>性教育>漫画コミックス>新聞や雑誌の記事>先輩>テレビラ

ジオであり､男子と女子では､漫画コミックスの内容が異なっていた (表3-4)｡

性にもっとも強く影響したものでは､男子では､友人>性教育>インターネ

ット､女子では､友人>性教育>漫画コミックスであり､もっとも強く影響し

たものは､男女別では先輩の順が異なっていた (表3-5)0

表3-3位にEqする不安や悩み

旦自__一一一司面一 刀 女

性 の知I 牲JG染症について(l6) 性感染症について(38)
性行為のやり方(7) 丑姓について¢)

性についての知乱が少ない巾) 女性のマスタ一一く-シ盲ンについて

丑姓の具休的な方汝(2) 性行為が何のために行われているのか解らない

性行為の方法也)セ./クスレス 知らないことが多いこと

自分のこと 妊鞍-の不安(30) 性行為をしたくない.怖い.不安(10)

自分の件.件型の事(9) 生理がない.不規則の

牲昔の形(7) パートナーとの蛙に対する考え方の;動 5ヾ)

SEXがしたーヾ7) 性行為を断り汝けられないこt(8

妊娠への不安¢) 妊娠しにくいのではないか(2)

包茎(5)早海(4) 処女であること(2)池旺してくれなtY2)

インポテンツ(4) 異性の克持ちが分からなーヾ2)
パートナーとの性交渉紬 交友Eq保(2)
マスタ一一く-シヨンが与える件-の影7.やめたーヾ3) 性に萌して不安があっTも呈挿入科に行きにくい

暮月であるこt(3) 両性生者の便向がある事

異性.同性にどう思われているか0) 自分の性別､件は女だが心まで全て女ではない.でも男とも思っていない

異性と付き合ったこと水ない.付き合っている人がいなtQ) 付き合っていない異姓とある程よの性的国保があること

性行為してもいいのか(2) どんな人とすればいいのか♯らない

友人と缶甘Aが全く連つ-n るヽ性交渉を行つても射ffできない括好に田しての事なるべくそうーうことはまだしたくない他人紺 じられない実時の女性に対してムラムラしない 中地の攻のこと

異性.同性とのつ 異性とのコミュニケーション(ll) 異性との付き合い方(4)異性との付き合い方(7) 男は皆好変､所定男

きあい 人を好きになるとはどういうことか仙)月りが妙に色気づいていること 皆の会話がきわどくてビックリする事がある
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表3-4 性差による性に影学を与えたもの n=2693(有効回答)

聖一一一一一編 ー 男 ~ 暮 J女 .- l

題 ユool s.09仁 900i 72.82( 236r 19..091 200L 13.gli 939巨 65._30卜◆ 299 20.79●■

兄弟姉妹 1061 8.6ll 938L 76-20i 187F 15.191 188i 13.161 1022L 71.52t 219 15.33●コ●

友人 856J 68.37J 239) 19.09) 1571 12.54) 9141 64.78) 265L l8.781 262～ 18.57r

p 先輩 565L 45.681 4771 38.561 195i 15.76i 381i 26.671 793卜 55.5_3卜 2541 17.79▲t'

教師 1891 15.34i 786i 63.8L 257I 20.86l -193i 13.541 9541 66.9Pl 278i 19.51lns

薪鮒や荘話の記事 436i 35.22i 573L 46.281 2291 18.501 5701 39.781 570i 39.78L 293 20.45r

漫酉コミ./クス 588i 47.12i 429i 34.381 23ll l8.511 742L 51.161 3891 27.071 306 21.29■●

その他の本 4411 36.78i 5071 42-29L 281E 23.44L 306L 21.17f 7551 53.55i 34 24.75■●

540E 43.5li 429i 34.57i 2721 21.191 775i 53.891 3651 25.381 298i● 2P.72i叫

355L_ 28.72l J645L 52.22J 236よ 19.10J 364) 25-621 730) 51.37) 327一 23.011'

ビデオ 4311 34.961 571L 46.3lL 2311 18.73l l33ー 9371 9931 69.98i 2931 20..65i吋

･インターネット 5321 43-15i 4681 37.961 2351 19.061 2521 17701 87lJ 61.17r 3011 21.14■■

その他 13i lOO.001 0i O.00l oF O.OOl 31 100.00L ol O.00L O .0.90■､ ▲ I/

表3-5 性差による性にもっとも強く影響したもの

項Jj 性別 男 ■ % ･女~ % 1%y l % :

友人 404 28.72~ 471 39.51 1 8751 39.68

性教育 (学校で行われた) 142 14.02 -238 19.97 ( 380F l7.23

漫画コミックス 84 8.29 185 15.52 1 269l l2.20

インターネット 137 13.52 63 5.29 1 200i 9.07

先輩 53 5.23 31 2.60 1 84? 3.81

新聞や雑誌の記事 21 2.07 59 4.95 1 80i 3.63

テレビラジオ 34 1.68 38 3.19 j 72) 3.27

親 17 1.68 48 4.031 65】 2.95

ビデオ 51 5.03 6 0.p50 f 57E 2.59

その他の本 37 3.65 19 1.59 1 56I. 2.54

兄弟姉妹 10I O.99 21 I.76ー 31ー 1.41

その他 _. 14 1.38 6 0.50 1 20l o.91

教師 9 0.89 7 0.59 1 16l o.73

.6

.蛋 追'干-■一一.--6.も3.5-14 .7

r■+
512

琴 貢 13.8 -2

ノ■ヽQti<m 女l亡ll琶琶~巨 弟4吋

巨 吾て範 だ ≡ 至純 ｢ I_ー■.ー_-i▲ユ■一.iゝ■

.蒜 r.ll I.

r T~■■

鴨 0 10 _qO 30 40 50 60

r符にない

tその他

1ンンタ一女ット

IlポJ'/ノ難は/A
V

■=ミックス/紙
妄言

■教科書/授業

I赦師

IL失望

■恋人

t友人

Il現兄弟

図 3 位の情報源 (長野と全国の比較)

-8-

全国調査 との比

較では､長野は､ポ

ルノ雑誌､AV(アダ

ル トビデオ)､コミ

ック雑誌などの影

響が少なく､友人､

教科書などの影響

が大きいといえる

(図3)0

性の考え方や行

動に影響を与えた

ものの他の要因で

は､男子では親戚､



実物､女子では恋人が挙げられた｡また､男女共通項目として携帯電話やゲー

ムであった｡少数意見として､DVD､ショップ､聖書､時代の流れなどがあっ

た (表3-6)0

表3-6性の考え方や行動に影響を与えたもの-その他

竺一言;丁 男 女

人 親戚 恋人

初 実物

そ ･携帯電話(4) 携帯
ゲーム(2) ゲーム

3)性教育の実態と性教育のニーズ

性教育の経験では､性差にかかわらず9割強の全員に近い者が性教育を受け

ていた(表4-1)｡性教育を受けた場所では､学校が多かった (表4-2)｡

表4-1 性差による性教育の経験 n=2473

項目 性別 男 % 女 ~%

ある 1248 97.88 1457 -99.25**

x2検定 **p<0.01

表4-2 性差による性教育を受けた場所 n=1938

場所 性 別 男 % 女 % 合計 %

学校 776 94.45 1036 92.09 1998.54 93.5

家庭 18 2.21 66 5.87 92.08 4.33

性教育を受けた対象では､大人や同世代だった (表4-3)｡その他に性教育を

誰から受けたかにつVTては､両親以外の家族として兄弟､姉であり (表4-4)､
学校 ･家庭以外では先輩や外部講師､親戚や友人の母､また情報源としてテレ

ビやインターネットなどのメディア､本などであった (表4-3)0

表4-3 性差による性教育を受けた対象

対象 性別 男 % 女 一% 合計 %ー

大人 883 74.83 ~1097 71.89 2054.83 73.17

同世代 - 240 20.34 270 17.69 530.34 20.34

父 23 1.95 13 0.85 .37.95 1.95

母 34 2.88 144 9.44 180.88 2.88
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圭 打 ,｢学校｣での性教育の内容は､体や性に関せる知識>避妊の具体的な方法>生1トー卜

-∴･;:_命尊重や命に対する考え方であり (表4-5)､避妊g?具体的な方法>生命尊重や

命に対する考え方の差異はわずかであった (表4-5L)_i-｡その他､学校で受けた性
教育の内容では､性感染症についてであった｡女子では他に､異性の心､先生

の性体験があった (表4-6)0

表4-4性教育を誰から受けたか-その他

項 性別 男 女

家庭の中の父母以外 兄弟 柿(4)

学校.家庭以外 ~ バイトの先輩 TV(3)外部から来た産婦人科医エホバの証人 本(3)おじさん
ネット 兄の友人

表4-6学校での性教育の内容-その他

女
性感染症につ
いて(8)

性感染症について(9)
異性の心∴ヾ
先生の性体験

表4-5 性差による ｢学校Jの性教育の内容 (複数回答可)n=2658

体や性に関する知識 1134 41.72 1372 41.94 2589.66 41.84

避妊の具体的な方法 813 29.91 979 29.93 1851.84 29.92

生命尊重や命に対する考え方 754 27.74 904 27.64 1713.38 '27.68

その他 17 0.63 16 0.49 34.12 0.55

表4-7 性差による性教育の効果 n=2685

項目 性別 男 % 女 %

非常に役に立つと感 じた 183 14.77 223 15.42**役に立つと感 じた 615 49.64 799 55.26

役に立たないと感 じた 89 7.18 57 ･3.94

･x2検定 **p<0.01

性教育の効果にでは､｢役に立つ｣と感じたものがもっとも多い｡次いで ｢ど

ちらともいえない｣であった (表4-7)｡また､ ｢思春期ピアカウンセラー養成

講座｣の受講経験のないものが 9割強と圧倒的に多かった (表4-8)｡養成講座

を受けた者のうち ｢有意義｣ とするものは､女子に多かったが､男子は ｢どちら

ともいえない｣ が r有意義である｣ということと僅差だった (表卜9)｡養成講

座の受講希望については ｢どちらともいえない｣が多かった｡｢受けたい｣とす

る受講希望者は男子に比して女子にやや多かった (表4-10)0

ー10-



表418_性差による思春期ピアカウンセ予て養成講座の受講 n=2710
項目 一 性別 _男 __ % 女 %

ある ㌔-31 " -<2.47 28 1.93lns

I2検定 .I

′ー

衰4-9 性差による思春期ピアカウンセラー養成講座の受け止め n=58

項目 性別 .男 % 女 %

有意義だった 14 46.67 18 64.29nS意義はなかった 3 10.00 3 10.71

x2検定

＼

表4-10 性差による思春期ピアカウンセラー養成講座の受講希望 n=2313

項目 . 性別 盟 % 女 %

受けてみたい 114 10.78 288 -22.95**受けたくない 344 32.51 222 17.69

x2検定 **p<0.01

性教育のニーズでは､

"愛とはなにか"､"異性

の心'' `̀男女のづきあ

い'' "性行為"が多か

った (表4-ll)(図4)0

学府別性教育のニー

ズでは､小学生男子では､

男女平等･差別>身体の

しくみ>異性の心>妊

娠出産>胎児の成長 と

能力>男女のつきあい

>エイズ>愛とはなに

かであった｡

中学生男子では､エイズをのぞく性感染症>避妊の方法>マスターベーショ

ン>エイズ>男女のつきあい>人工妊娠中絶>性被害の対処であった0

高校生男子では､性被害の対処>人工妊娠中絶>性は人生にどういう意味を

持つか>セックス>エイズ>避妊の方法>胎児の成長と能力であった｡

大学生男子では､性は人生にどういう意味を持つか>愛とはなにか>妊娠出

産>セックスであった｡個人によって異なるもので一番多いものは "マスターベ

ーション''で､知る必要がないことでは "性は人生にどういう意味を持つか"で

あった｡

小学生女子では､男女平等 ･差別>身体のしくみ>異性の心>妊娠出産>エイ

ズ>胎児の成長と能力であったO
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中学生女子では､避妊の方法>エイズをのぞく性感染症一>男女のつきあい>

エイズ>人工妊娠中絶>マスターベーションであった｡

高校生女子では､人工妊娠中絶>性被官の対処>性は人生にどういう意味を

持つか>愛とはなにか>胎児の成長と能力>セックスであった｡

大学生女子では､愛とはなにか>性は人生にどういう意味を持つか>エイズ>

性被害の対処>胎児の成長と能力であった｡個人によって異なるもので一番多

いものは "愛とは何か"､知る必要がないことでは "マスターベ-シ ョ .ン''で

あった (表4-12)｡

表4-11 性差による現在の性教育のニーズ

項目 性別 男 % 女 % ~. ､合 計 ー %

愛とは何か 121 25.97 142 27.95-..316.92 27.00

異性の心 79 16.95 51 10.04 ･156.99 13.35

男女のつきあい 50 10.73 39 7.68 107.41 9.14

性行為 (セックス) 57 12.23 26 5.12 100.35 8.52

性感染症 (エイズ除く) 29 6.22 37 7｣28 79.50 6.78

エイズ 33 7.07 32 6.3 78.37 6.67

性は人生にどういう意味を持つか 18 3.86 39 7.68 68.54 5.85

避妊の方法 18 3.86 29 5.71 56.57 4.83

性の被等 (レイプや性 暴 力 ) の対処法 10 2.15 29 5.71 146.86 4.00

妊娠や出産 (生命誕生) _6 2.15 28 5.51 41.66 3.49

人工妊娠甲把について 10 2.15 23 4.53 39.68 2.46

胎児の成長と能力 6 1.29 18 -3.54 28.83 1.95

マスターベーション 9 1.93 10 1.97 22.9 1.44

男女の平等､差別について - 10 2.15 4 0.79 16.94 0.92

男女の身体の仕組み (違いや第二次性`について) 9 1.93 0 0.00 10.93 0.21

その他 1 0.21 1 0.20 ＼2.41 0.21



汲4-12 性差による性教育のここズ ー-二二 n-1876(有効回答)

小学生 % 中学生 % 高校生 % 大学生 % Id人に上ってAなる % tもE+tはない % 小学生 % 中学生 % 高校生 % 大学生 % 中人によってAなる % 知る必¥はない %

について) 40244.62 396 43.95 32 3.55 1 0ー11 64 7.1 6 0.67 544 56.67 363 37.81 18 1.88 0031 3.23 4 0.42●■

八性の心 32435.88 449 49.72 43 4.76 4 0.44 77 8.53 6 0.66 322 33ー16 539 55.51 45 4.63 1 0.10 61 6ー28 3. 0.31nS

yi女のつきあい 22324.67 516 57.08 78 8.63 7 0.77 74 8.19 6 0.66 199 20.54 640 66.05 59 6.09 2 0.21 66 6.81 3 0,31●●

110 12.29 535 59.78 87 9.72 5 0.56 138 15.42 20 2.23 52 5.75 539 59.62 LOB ll.95 7 0ー77 154 17.04 44 4.87●●

89 9.83 456 50.39 20522.65 19 2.10 125 13.81 ll 1.22 87 9.05 556 57.86 196 20.40 18 1.87 102 10.61 2 o:21●■

jaP王の方法 106 ll.75 561 62.20 15617.29 5 0.55 68 7.54 6 0.67 82 8.42 700 71.87 152 15.61 9 0_92 29 2.98 2 0.21●■

姓搬ヤ出産(生命誕生) 24827.34 441 48.62 11612.79 皇o 2.21 76 8.38 6 0.66 290 30.05 510 52.85 119 12.33 12 1.24 34 3.52 0 0.00 ●t

性感染症(エイズ除く) 14115.61 579 64.12 11312.51 4 0.44 62 6.87 4 0.44 135 】3.92 683 70.41 132 13.61 3 a.31 16 1.56 I 0.10●■

エイズ 20422.62 535 59.31 9610.64 5 0.55 57 6.32 5 0.55 229 23.56 629 64.71 102 10.49 0 0.00 ll 1.13 1 0.10●■

ついて 48553.59 302 33.37 52 5.75 4 0.44 52 5.75 10 1.10 551 57.10 323 33.47 63 6.53 3 0.31 19 1.97 6 0.62●■

胎児の成長と罷刀 23926.50 422 46.78 15216.85 10 1.ll ･71 7.87 8 0.89 210 21.81 493 51.19 213 22.12 12 1.25 ･34 3.53 1 0.10●●

83 9.16 SOB 56.07 22725.06 6 0.66 73 8.06 9 0.99 47 4.86 593 61.32 290 29.99 7 0.72 ･26 2.69 4 0.41●■

性の硬胃(レイブや性暴力)の対処泣 104ll.52 470 52.05 23l25.58 】4 】.55 73 8.0さ ll 1.22 81 8.43 54l 58.30 283 27.37 17 1.77 '53 5.'52 6 0.62■
愛とは何か 17918.80 3甲 39.27 19121.13 32 3ー54 128 14.16 19 2.1 151 15.65 357 36.99 244 25.28 37 3.83 170 17.62 6 0.62●■

意味を持 つか 140l5.59 364 40.53 21924.39 37 4ー12 112 12.47 26 2.9 110 ll.65 399 42.27 243 25.74 36 3.81 140 14,83 16 1.69nS

その他 1 1 1

合計 3078 6889 1999 173 1251 153 3090 7865 2247 164 946 99 /

表4-13 性差による性教育-の関心 n=2562

項目 性別 男 % 女 .%

知りたい 912 75.31 990 73.28
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図 5 性薮青を受けたい時期

､性教育を受けたい

時期にっては､性差

に関穣なく､中学生

が圧倒的に多く､次

いで小学生､大学生

の時期であった (図

5)0

性教育-の関心は

男女ともに ｢知サた

い｣が 70%を越えて

いた (表 4-13)､｡

性教育を受けたくない理由では､男子では､"興味がない''､"理由はないが

知りたくない"､女子では､"興味がない''､"どうでもいい"という理由が多

かった｡

｢性について知りたくない｣とする理由の自由記述では興味がない ･面倒く

さい､符に理由はないが知りたくない､もう知っている､今は知りたくない､

知る必要がない､知ることに抵抗がある､自然に知りたい､個人の問題などで

あった｡興味がない ･面倒くさいは､知りたくない理由として最も多い内容で

あった｡興味がない､どうでもいい､関心 ･関係がないなど､性に対して興味

や関心のなさが男女とも多く､男女比では女子の方が多い傾向にあった｡

｢特に理由はないが知りたくない｣では､これといった理由もなく､なんと

なく､知りたくない､わからない､どっちでもいい､という内容が多く､性に

対して漠然と捉えていた｡ ｢もう知っている｣では､知っている､ほとんど習

った､今の知識で十分､もう知り尽くした､などの意見から､性について自分

はもう十分知識を持っていると感じていた｡

｢今は知りたくない｣には2通りの意見があり､まだ必要ない､まだ早い､

結婚するまで知りたくないという時期的なものと､部活や勉強に集中したい､

今はそれどころではない､といった学習が優先されている現状があった｡

｢知る必要がない｣では､知らなくても生きていける_､役に立たないなど

性について､その必要性自体を感じていないようであった｡

｢知ることに抵抗がある｣では､気持ちが悪い､怖い､恥ずかしい､いやらし

い､ショックを受けるといった否定的な意見が多かった｡男子の中には､知る

と自分がだめになってしまう､関わると一生を台無しにしかねないという意見

があった｡

｢自然に知りたい｣では､自然に知っていくものだから､生きていくうちに

知ることだから､流れに身を任せたいといった内容であり､男子に比べ女子の
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方が自然に知りたいという認識が強い傾向であった｡

｢個人の問題｣では､人それぞれだから､個人によって異なるといった周り

より個人を重視した意見が少数ながらみられていた (表4-14)｡

表4-14 位について知りたくない理由

項目 性別 刀 女

興味がない 興味がない (32) 興味がない (62)

両尉くさい (14) どうでもいい (18)

どうでもいい (9) 好むがない (8)

問心がない (5) 面尉くさい (7).

面額くさい 気にしない 自分にはあまり関係ないと患うから (3)特に気にならない 兼だ興味がない.真性と関わるのが苦手

-どっちでもいいから する気がないから

あまり興味を持ちたくない 真性と話す機会がない.関係ない異性に全く興味がない

特に理由はないが . なんとなく (15) なんとなく (5)

知りたいと患わない (5) 知りたいと思わない~(4)

知りたくない (2) 知りたくない (3)

知りたくない わからない (2) わからない (3)
聞きたくないから どちらでもいい

気分理由はない 知りたいかどうかどっちでもない : (

もう知っている 知っているから (7) 知っているから (5)

今の知識で十分 (4) 今の知識で十分 (2)

これ以上は知りたくない (2) ほとんど投票で習った (2)

もう知りすぎた 今さら勉強しなくてもいい

何に合っている 知りたいことがない

特に知りたいことが無い 知り尽くしている

学ぶことはありません 特に知りたい事がないからある程度知っている.必要以上の舛味がない必要最低限のことを知っていればいい体放予定なく点低限の知静まある

今は知りたくない まだ必要ない (5) まだ必要ない (6)

まだ早いと思う (4) まだ早いと思う (3)

今は別に知りたくない (2) 知りたくなった時に知れはいい (2)

時期が来たら 結婚するまで考えたくない

今はそれところじゃない■ 今は部活や勉強に集中したいから今は考えたくない今は知りたくない

知る必要がない 知る必要がない (3) 知る必要がない (7)

知る意味もないから (2) 役に立たない (4)

知つても人生にメリットなどないから関わりたくないタブーにしてできるだけ触れたくない内容だから あまり知らなくても生きていける

知ることに抵抗がある 気持ち悪い (2) 気持ち惑い (3)

気分が悪くなる 怖いから (2)

知ると自分がだめになってしまうと思う ショックを受けることもあるから

性のことに関わったりすると一生を台無しにしかね 恥ずかしい

ない あまりいい思い出がない

何かいやらしい 抵抗があるから

人体の神秘を知りたくない あんまりそういう話は好まない_中掛こついては本当に必要でなければ知らずにいたい気分が悪くなる

自然に知りたい 自然に知っていくものだと思うから 自然に知っていきたい

自然に知りたい.無理に知りたくない 生きていくうちに知ることだから必要以上に知る必要はないし.知りたくなくても大切なことは耳に入ってくるから生きていく中で自然に知ればよい求めてまで知りたいと思わないわざわざ知りたいと思わないいずれ解ることだし.好んで知る必要はない流れに身を任せたい成長していくうちに知っていくと思うから
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4)性 交 渉 ･胎 児 ･人 工 妊 娠 中 絶 ･性 感 染 症 ･避 妊 に 対 す る 意 識 ■

-性 交 渉 に つ い て は ､ ｢周 りの 人 が して い る と聞 い て い る の で 性愛 渉 して も か ま

わ な い ｣ で は 男 女 と も に ､ ｢反 対 ｣ が 多 い が ､男 子 よ り も 女 子 の 労 が ､̀ 反 対 の 比

率 が 若 干 多 か っ た (表 5-1) 0

表5-1 性差による性交渉に対する考え n=2690(有効回答)

項目 性別 刀 衣

賛成 % 反対 % 賛成 % 反対 %

性行為は妊娠や性感染症について､ 自分で責任のとれる年齢と立場になつからすべきだ 90672.95 33627.05 112179.62 28720.38**
妊駅 病気が字業に与えるその後の琴を考えると､しないほうがよい 85769.79 37130.21 94768.92 42731.08nS

妊娠によって一つの命が育まれるのあり､学生であつても責任をとる覚があるならばよい 8す767.81 40232.19 105273.57 37826.43**
個人の日田である 86668.51 39831.49 99569.78 43130.22nS

避妊さえ気をつければしてもよい 74760.49 48839.51 814 58.6 575 41.4nS

周りの人がしていると聞いているのしてもかまわない 38932.18 82067.82 330 24.5 1017 75.5**

｢妊 娠 に 責 任 を と る覚 悟 が あ っ て 性 交 渉 す る な ら よ い ｣ で は 男 女 と も ｢賛 成 ｣

が 多 い が ､男 子 よ り も女 子 の 方 が 賛 成 の 比 率 が 若 干 多 か っ た ｡

｢性 行 為 は 責 任 の とれ る年 齢 に な っ て か らす べ き｣で は ､男 女 と も に ｢賛 成 ｣

旦ミ非 常 に 多 い が ､男 子 よ り も ､女 子 の 方 が 賛 成 の 比 率 は 若 干 多 か っ た (表 5-2)0

表5-2学生が性交渉することについて

% ] 男. 女

して -ちいい SEXはしたほうが良い 後悔しないのなら好きにすればいい

別にいいじやん 自分とその相手の問題､妊娠しても責任が取れるのなら
他人が口を挟む問題ではない

個人の自由で良いと思う(2人) 性交渉によって解る事もあるから完全に否定したくない

気持ちがあればいいと思う

すごくいいと思う

彼氏ができ､性行為をして本当に好きな人が自分だけ
を見てくれているという安心感がもてるということに気づ
いた

やや 結婚してからすべきだ(2名) 学生のうちは絶対に遊び半分で行ってはいけない(4名)

軽い気持ちでしてはいけない(4名) 興味本位だけは絶対良くない

性交渉とは何なのか正しく考えることが必要 愛がないのは問題外

自分の考えをしっかり持って判断すべきだSEXは愛があってするものだと思う

性感染症や妊娠等について深い理解を 友達がしているからとか､この年齢で遅いのか､など考
持つ必要がある えて焦らなくてもいいと思う

慎 ~重 - 知識を持たずに性行為をすることはやめたほうがいい(2名) 責任が取れるかどうかの問題じゃないと思う

自分が気持ちよくなりたいという気持ちだ､本当に信頼している人以外とは性行為してはいけな

けで動いていることについて納得できない今の考え方が性交渉をしてもかまわないという感じなので､その意識を変えていく必要がある.- い､きちんと育てられないなら避妊したり､性行為自体
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これ らのことか ら性差にかかわらず､性交渉に対する慎重な考え方を持1:て

いるといえる:
｢学生が性交渉することについて｣の自由記述では､ ｢してもいい｣､ ｢や

や慎重｣の 2通 りあり､ ｢やや慎重｣の方が多かった｡ ｢してもいい｣では､

男子の ｢したほうが良い､個人の自由で良い｣に対 して､女子では ｢後悔 しな

いなら､妊娠 しても責任が取れるなら､気持ちがあれば｣といった条件つきで

容認 している意見が多く､ ｢やや慎重｣では､男女とも ｢結婚 してからすべき､

興味本位では良くない､しっかり知識を持つ事が大事｣ が多かった｡

さらに女子では､性交渉について､ ｢愛がないのは問題外｣､ ｢愛があって

するもの｣､ ｢本当に信頼 している人以外 とはしてはいけない｣ と捉えている

ものがいた｡

男女ともに胎児を ｢人としてかけがえない個人｣として感 じてお り､また女子

の方が男子よりも､そ う考える比率が若干多かった (表5-3)0

表5-3 胎児に対する意識 n=2671(有効回答)

性別 項目 男 女

はい 港 レヽレヽえ % はい % いいス_ %

考えたことがない 628 0.51 6010.489 47834.29 91666.71**

胎児といえども1人 1人がかけがえない存在であり､命を大切に考えたー 117295.83 51 4.17 142698.48 22 1.52**

法律で中絶が認められている範【削こいては人として考えなくて良い 23719.98 94980.02 105 7.51 129492.49**

x2検定 **p<0.01 (欠損債は削除)

胎児についての ｢その他｣の自由記述では､男子で ｢生きるとい うことがど

うい うことなのか考えているのでまだよく解 らない｣､ ｢難 しい｣､女子で ｢胎

児の両親がある程度存在価値を決めても良いと思 う｣､ ｢中学生の時お腹の中

に人がいるのは気持ち悪いと思ったことが ある｣とい う考えから､ ｢わからな

い ･難 しい｣､ ｢両親の決定権｣､ ｢その他｣などがあった｡ さらに､男女 と

もに ｢胎児をヒトとして考えない｣ことには反対 しているが､男子より女子の方

に反対の比率が多かった (表5-4)0

表5-4胎児についての考え-その他

讐/G J 男 女

両親の決定権 胎児の両親がある程度存在価値を決めても良いと思う

わからない.難しい生きるということがどういうことなのか考えているので未だ良く解らない難しい

その他 中学生の時お腹の中に人がいるのは気持ち悪いと思つ
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人工妊娠中絶-の意識については､｢経済的理由｣についてこ男子は肯定する

者が多いが､女子は肯定しない者が多かった(表5-5)｡人工妊娠中絶について｢そ

の他｣についての自由記述では､ ｢人工妊娠中絶は仕方ない｣､ ｢個人の問題｣､

｢人工妊娠中絶は反対｣､ ｢胎児-の思い｣などがあった (表5-6)0

表5-5 性差による人工妊娠中絶の意識 n=2546(有効回答)

項目 性別 男 -J女
賛成 % - 反対 % 賛成 % 反対 .%

医学的理Eil(妊娠を続けると母体の命が危険)以外は絶対避けるでミき 796 67.00 392 33.00 93568.85 42331.15nhs

経済理由ならばしても仕方がない 650 55.46 522 44.54 60245.16 73154.84**

女性の意 思 選 択権として行われても方がない 730 62.55 437 37.45 65450.19 ~64949.81**

I2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表5-6人工妊娠中絶についての考え-その他

r== 巾■ 男 女

中 産んだ後の事を考えれば中絶は必 望まれない妊娠で生まれた子も可ず必要になってくる場面があると思 哀想

絶 う 幸せに女てられないなら産まない

. は仕 中途半端な気持ちで産んでも生まれてくる子供がかわいそうだから覚悟がないなら辞めた方がいい ｣目方が良い(8名)一方 個人の事情でしたくなくてもしなけ
な ればならない人もいる

い 育てられないなら産むべきでない

個 結局は当人の意思､他人が決めることではない 絶対に｢こうあるべき｣とは言えない

人 他人が口出しすべきことではない 人として考えるからと言って中絶を

の問顔 ある程度は個人の自由であり意見を尊重すべきだが､1つの命である事は変わらないのでむやみにする事ではない しない訳ではない

中絶皮 赤ちゃんを幸せにする自信があれば産むと思う性的被害以外の時については自己責任で産むべき(3名)望まない妊娠でも簡単に中絶していいと思わない

対 経済的理由で中絶しなければならない事態を予測できるのに性行為をした場合許されないと思うレイプと医学的理由以外は避けるべき

胎 何も考えずに中絶された命はかわ
児 いそう(2名)

への 胎児は皆望まれて生まれてきて欲しい
忠 生まれ七きた理由を子供に説明で
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｢人工妊娠中絶は仕方ない｣､ ｢個人の問題｣では､男女とも産んだ後の事

を考えれば中絶は必要､育てられないなら産むべきでない､当人の意思､こう

あるべきではないといった意見が多く､男女共通の認識を持っていた｡一方で､

人工妊娠中絶反対､胎児-の思いは女子のみの回答であった｡

｢人工妊娠中準は反対｣では､性的被害以外は自己責任で産むべき､望まな

い妊娠でも簡単に中絶していいと思わない､経済的理由を予測できるのに性行

為した場合は許されないといった内容であった｡中には､赤ちゃんを幸せにす

る自信があれば産むという意見があった｡

｢胎児-の思い｣では､何も考えずに中絶された命はかわいそう､胎児は皆

望まれて生まれてきて欲しい､生まれてきた理由を子どもに説明できなければ

いけないと思うなどの考えであった｡

｢望まない妊娠｣･｢女子の意思選択権｣として行われることは､女子は僅差で

賛成が多いカ㍉男子は賛成の方がやや多かった｡

｢どう考えてよいかわからない｣は､性差にかかわらず､半分程度をしめてい

た｡

次いで性感染症を ｢身近な病気｣として捉えることには､性差はなかった (義

5-7)｡性感染症については､①遺伝する病気ではない ②ウイルスが原因で感

染する病気である ③コンドームは感染予防に効果がある ④日本では患者数

が増加している ⑤健康そうにみえても感染していることがある ⑥主に性行

為によって感染する ⑦性感染症にはエイズも含まれている ⑧性感染症は自

分だけが治療すればよい ⑨早期に感染を知ることでエイズの発症が防げる

⑳性感染症のことはよくわからない これら①から⑩の項目群では､男女とも

に④～(勤までの項目に対する正答率は高く知識はあるが､女子の方が男子に比

して､若干正答率が高い傾向にあった｡

表5-7 性差による性感染症の認識 n=2612

項目 性別 男 % 女 %_

はい 641 52.89 794 56.35nS

x2検定

早期に感染を知ることでエイズの発症が防げるについては､男女ともに､④～

⑧の項目ほどではないが､正答率が高く知識があるといえる｡同様に女子の方が

男子に較べて､若干正答率が高い傾向にあった (表5-8)0

避妊の方法で知っている者については､男女ともに "コンドーム"､ついで

"ピル"であった｡3番目によく知っている避妊法では､男子は "膜外射精"､

女子は "基礎体温''であった｡緊急避妊法は､男女ともに有する知識は最低で

あった (表5-9)0
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もっとも確実な避妊方法では､男女ともに "コンTE'-ム"づいで "ピル"で

あった (表5-10)0

表5-8 性差による性感染症の知識 n-2679(有効回答)

項目 性別 男 女
はい % いいえ % わからない % はい % いいえ % わからない %

遺伝する病気ではない 383 30.79 463 37.22 398 31.99 492 34.33 518 .36.15 423 29.52 nS

ウイルスが原因で感染 ､する病気である ー 744 60.00 167 13.47 329 26.53 818 57.36 167 ll.71 441 30.93 *l

コンドームは感染予防に効果がある 1086 87.44 49 3.95 107 8.62 1234 85.87 83 ー5.78 120 8.35 nS

日本では患者数が増加している 977 78.79 29 2.34 234 18.87 1242 86.49 17 1.18 177.･12.33 **

健康そうに見えていても感染していることがある 1069 86.28 25 2.02 145 ll.700 1334 92.90 7 0.49 95 /LL6.▲62**

主に性行為によって感染する 1076 86.91 32 2.58 130 10.500 1311 91.36 25 1.74 99 6.do**
性感染症にはエイズも含まれている 972 78.70 67 5.43 196 15.87 1214 84.66 50 3.49 170 ll.85**

性感染症は自分だけが治療すればよい 101 8.18 902 73.04 232 -18.79 44 3.070 1209 84.31 181 12.62 **

早期に感染を知ることでエイズの発症が防げる 567 45.87 325 26.29 344 27.83 701 49.09 296 20.73 431 30.18**

x2検定 *p<0.05 **p<0.01 (欠損値は削除)

表5-9 性差による避妊の知識 n=2671(有効回答)

項目 性 別 男 女はい % いいえ % わからない % はい % いいえ % わからない %

コン ドーム 1169 99.66 9 0.73 57 4.62 1415 98.54 4 0.28 17 1.e18 **
ピル (経 口避妊薬) 1007 82.54 91 7.46 122 10.00 1334 93.55 39 2.73 53 3.72 **
フイルム状避妊薬 378 31.61 540 45.15 278 23.24 317 23.04 688 50.00 371 26.96 **
月経からの日数を数える 654 54.23 293 24.30 259 21.48 971 69.56 239 17.12 186 13.32 **
基礎体温を測る 627 52.25 322 26.83 251 20.92 984 70.49 236 16.91 176 12.61 **

塵 外 射 精 法(精 液 を外 に出すこと) 797 66.25 218 18.12 188.15.63 817 59.42 339 24.65 219 15.93 **
女性用コン ドーム 643 53.36 334 27.72 228 18.92 798 57.49 351 25.29 239 17.22 nS
ペ ツサ リ 290 24.25 572 47.83 334 27.93 335 24.56 613 44.94 416 30.50 nS
緊急避妊法 223 18.72 613 51.47 355 29.81 257 18.87 663 48.68 442 32.45 nS
ⅠuD (避妊 リング) 292 24.44 554 46.36 349 29.21 339 24.87 610 44.75 414 30.37 nS

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表5-10 性差による最も確実な避妊の知識 n=2381(有効回答)

項目 性別 男 % 女 % 合計 %
コン ドーム 729 66.58 740 57.54 1593.12 61.70
ビル (経 口避妊薬) 242 22.10 412 32.04 708.14 27.47
摩 外 射 精 法 (精按 を外 に出す こ 43 3.93 26 2.02 74.95 2.90
IUD (避妊 リング) 16 1.46 25 1.94 44.4 1.72
女性用コン ドーム 14 1.28 26 2.02 43.3 1.68
月経からの 日数を数える 22 2.01 14 1.09 39.1 ･1.51
基礎体温を測 る 7 0.64 19 1.48 28.12 1.09
べ ツサ リ 6 0.55 ll 0.86 18.41 0.71
緊急避妊法 ･ 12 1.10 4 0.31 17.41 0.67
フイルム状避妊薬 4 0.37 9 0.70 14.07 0.55
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5)性体験と初体験年齢 ･初体験時の避妊

性体験に?い七は､｢性体験がある｣女子が男子に比して有意に多かった (義

6-1)｡

表6-1 性差による初体験の有無 n=2656

項 目 性別 男 % 女 %

ある 261 20.98 422l 29.89I 70.ll**
x2検定 *p<0.05 **p<0.01

17歳以上零墨 16歳 棄黙よ こ=-;:;_-,千二_:…三_:=1,-竿i71i El男.0

ご:_I_,三[平:⊥ ｣,,照 子三:.チ

孝 三?よ よ よ T _-_てヨ,9.4

iJ:I_-: ∴三∴iS.1f

性体験者 .㌻_=t_:,:_Iiif｣ ,T_チ_i;i-;ITT上 ,:_i?二_=…29.9I+
i-:L:yF_:- i_-_:汰;二∴｣ o_1.0l l

0.0 10.0 _OO.0 30.0 .10.0 50

表6-2 性差による初体験の年齢性差による初体験の年齢

については､15歳以下が男

女ともに 16歳 ･17歳以上

に比し多かった｡年齢が高

くなるに従って初体験者

の数は減る傾向にあった

(表6-2) (図6)0

年齢 性別 男 % 女 %

15歳以下 88 38.1 156 39.3932.5828.03nS
16歳 76 32.9 129

17歳以上 67 29 111

CLミRC.QIQGR

1009080 I,_.88.2

70 I/J-0--_-3-0-

6050403020100 E7jt只%

:p38.9-

2i ∫32

1P,

C.ふ20.aS1.丑75.rl二風 2. 0. oy.I l l l l l

8歳 10歳12歳13歳14歳15歳16歳17歳18歳19歳20歳21歳
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初体験年齢の分布では､

16歳をピークに正規分布

しており､16歳で初体験者

の7割を超えていた(図19)0



また全国調査との比較では､初体験年齢は全国データがやや遅い傾向にあり､

全国データでは女子がより遅い傾向にあった (図17)0

16.616.416,21615.81.5.615.4 16.6

-=l>7-? .ち-i_-i･三 ､一･Li-,;･pIp~→ミ ニ~-~̀ミ㌔(;葦 1.5.9_ 二 _ ･->>_t

J皇酌 =600 かl

16.2

A-ヾ ー:-I萎 I

j >=;,～==15.9

ト.∴ 篭 ;-,,端 :-.:_:=ti'_. -~pJ:LJ_
I_1 ､-A

初体験時の避妊では､男女ともに行なった者が多く (表6-3)､避妊方法では

男女ともにコンドームを用いた者が多かった (表 6-4)0

初体験時の避妊方法で､男女ともに腔外射精以外の方法が圧倒的に多いが､男

･子と比べると女子がわずかに､塵外射精が多かった (表6-5)0

表6-3 性差による初体験時の避妊 n=670

した 207 81.5 347 83.4112.024.57nS
-しなかつた 37 14.57 50

x2検定

表6-4 性差による初体験時の避妊方法 (男性用コンドーム) n=683

項 目 性別 男 % 女 %

男性用コンドーム 197 75.48 326l 77.25l 22.75nS
x2検定

表6-5 性差による初体験時の避妊方法 (超外射精)

項 目 性別 男 % 女 %

膜外射精 10 3.83 32l .7.58l 92.42*
x2検定 *p<0.05
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男 女

全国とのデータ比較に

よると全国データがより

避妊率が高いが､女子が

男子に比べ高い点におい

ては長野県と全国データ

は同じ傾向にあった(図18)0

次に､避妊をしなかっ

た理由では､男子では､避

妊具がなかった>面倒だ

った>妊娠 しないと思っ

た>避妊について言い出

せなかったであり､女子

では面倒だった>妊 娠しないと 思 った>その他>避 妊具がなかった ･避妊につ

いて言いだせなかったであった (表6-6)｡

表6-6 性差による避妊をしなかった理由(複数回答) n=77

項目 性別 男 % 女 % 合計 %
避妊具がなかbた 12 36.ll 22 12.2 82.31 1.07
面倒だった 13 33.33 5 53.66 104.99 1.36
妊娠しないと思った 7 19.44 9 21.95 57.39 0.75

避妊 につ いて言 い出せ ≠かつた 3 13.89 _8 12.2 37.09 0.48

避妊をしようといったがられた 5 8.33 5 4.88 23.21 0.30
その他 3 8.33 3 19.51 33..84 0.44
避妊について知らなかった -3 8..33 2 7｣32 20.65 0.27

避妊をしなかった理由の自由記述では､男子では ｢生の方が気持ち良いと思

った｣､ ｢忘れていた｣､ ｢破れていた｣､という意見に対し､女子では ｢ゴ

ムをつけたら気持ちよくない｣､ ｢相手がしてくれなかった｣､ ｢半強制的だ

ったので無理やりされた｣といった回答であった (表6-7)0

表6-7避妊法をしなかった理由

女
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調査に対する全体を通しての ｢自由記述｣では､様々な意見が挙げられた｡

内容的には ｢性に関する意識 ･知識について｣､ ｢避妊について｣､ ｢性感

染症について｣､ ｢性行為について｣､ ｢性教育について｣､ ｢質問｣､ ｢そ

の他｣であった｡

｢性に関する意識 ･知識について｣では､男女共に､最も多い項目であった｡

高校生になって久しぶりに性について考えた､個人の心とモラルの問題､自分

は無知だと思った､無関心は恥ずべきことといった意見から､この調査がきっ

かけとなり､性に関してもっと正しい知識を身に付ける必要性を感じ､また正

しい情報を知りたいと望でいた｡自分を愛することがそのまま他人や世界を愛

することと捉えていた.また､性に関する社会の在り方として､もっと素直に'.,;

オープンな社会にしたいと考えていた｡

｢避妊について｣ では､全体として女子からの回答が多かったが､中でも多

かったのが ｢避妊法｣であった｡もう少し避妊の重要性を教育した方がいい､

生まれてきた子どもに対し無責任な親が多いと答える男子に対し､避妊につい

て知らなかったと感じた､望まない妊娠を避けるため避妊は大切､男と女がい

る限り性病はついて回る､男はもっと避妊に協力すべきだという回答から､避

妊についての現状や避妊の必要性を感じ､またそれは自分達女子だけでなく､

男子にも必要なものであると捉えていた｡

｢性感染症について｣では､もっと身近に相談できる施設を設けて欲しい､

-ェィズや無料検査のことをもっと広めれば受ける人も増えるといった意見か

ら､社会､行政などに対し相談のしやすさ､窓口の充実を望んでいた｡性感染

症は自分だけでなく相手も治療しなければいけないという意見があった｡

｢性行為について｣ では､回答はほとんどが女子であった｡女子は性行為に

ついて､本当に好きな人と避妊をするかしないかを話し合ってするもの､本当

に子どもを作りたい時しかするべきではないとして､自分達の自己選択の下で

行う事と考えていた｡妊娠 ･出産を見据えた意見として､自分だけのものでな

く子どもは望まれて生まれてくるものだと考えていた｡

･L,性教育について｣では､性教育に対する現状として､実際に詳しいことは

教えてもらえていないとして､性感染症が増加している現状からもっと正確な

性教育を学校や家庭で行うべき､命の大切さを教えること､何故付き合って体

の関係をすぐに作らなければいけないのかが解らないといった意見から､家庭､

学校､社会に対して今以上の性教育の充実を望んでいた｡また､視点は異なる

が､学校でコンドームを配るべきと考えていたo性療育の時期については､低

年齢での性交渉が増加しているのでもう少し早い段階で行った方がいいといっ

た意見や､高校時代の週 1時間の性教育が役立った､大学でも性に関する講演

などがあると正しい知識を得られていいと思うといった具体的な案を提示して

おり､性について正しい知識を身に付ける必要性を感じていることがわかった｡

自由記述の中にはいくつかの質問があった｡キスで性感染症はうつるのか､
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精液を飲んでも大丈夫なのか､SEX したくない時何と言って断ればいいのかと

いう具体的なもあから､結婚して子供が欲しいと思った時に相手がエイズかど

うかを調べるべきか､いまどきの中学生は性交渉で妊娠してしまっているのだ

ろうか､H って何だろう､性は心の変化と関係あるのかなどといった質問もあ

り､これらの内容から様々な疑問を抱いていることがわかった｡その他､女子

からの意見として､ ｢自分の体は宝｣と性に関して肯定的に捉えるものや､ ｢人

生は難しい｣ として自分自身の人生について考えていた (表6-8)0

表6-8 自由記述

項目 性別 男 女

性に関する意識 真剣に考えて行きたいと思う もつと性について学んで正しい知識を身につけたい(3)

高校生になって久しぶりに性について考えた 性に関してもつと素直に.オープンな社会にしたい(2)

インターネットや携帯セ年掛こ関わらず間違った情報も正しい情報も手に入るようになっている.正しい情報を教えて欲しい (2)自分を愛することができなければ他人を愛せない.正しい将神で自分を愛せるようになりたい.それは 性について真剣に考えることも必要だと息いました個人の心とモラルの閥務.無知なら学べばいいが.
無関心は恥ずべきことだと思つ.

知識について TVT{ラマで中学生の妊娠の内容がやっていて色々
そのまま他人や世界を愛することだから 考えさせられる.反対に性に関する影響は大きくな

性つて難しい性についてもつとオープンに構えた方がいい りそつな気がする.自分は無知だと思いましたいつ妊娠したかわかるかあまりよく知らない

避妊について もう少し避妊の重要性を故育したほうが良い 望まない妊娠を避ける為避妊は大切だと思う (5).

生まれてきた子供に対し無責任な親が多い 男と女がいる限り性病もついて回る.それをどう受け止め.正しい知識を持てるかだと思う.邦まも.)と避妊に協力すべきだ避妊法について知らなかったと感t3た (3)

性感染症について 性感染症の事についてもつと身近に柑訊できる設備 エイズのことや,無料検査のことをもつと広めれば

を設けてほしい 受ける人も増えると思う牲感染症は自分だけでなく相手も治鎖しなければならないと思う

性行為について SEXとは難しい 性行為は本当に好きな人と避妊をするかしないか話し合ってするものだと思う性行為は自分の物だけt3やないと思う.子供は望まれて生まれてくるものだと思う本当に子供を作りたい時しか性行為はするベきじやないと患う

性教育について 性教育が行われていても実際には詳しいことは教え 最近かなり低年齢での性交渉が増加しているので､

てもらえていない気がします もう少し早い段階で感染症などの知識を得る必要があると思う (3)大学でも性に関する講演などがあると正しい知識を得られていいと思う高校の時週1時間性教育があり役立っている.HⅠVや性柄が増えている今.もつと正確な性教育を学校や家庭で行うべき.命の大切さを救え何故付き合って体の関係をすぐに作らなければいけないのかが解らない高校生の中絶が減っていけはいい学校でコンドームを配るべき

ft問 結婚して子供が欲しいと思ったとき.相手がエイズ 精液を飲んでも大丈夫ですか?

なのがそうでないのか粛ぺるべきなのか? キスでも任感染症はうつるのですか7

ガマン汁でも妊娠してしまうんですか7 SEXしたくない時何と言って断ればいいのだろういまどきの中学生は異性と性交して妊娠してしまったりしているのでしょうか?Hつてなんだろう?性は心の変化と関係あるのか7
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4 性体験と性差による性意識の特徴

1)性体験と友人や性の影響

性体験のある男子は､性体験のない男子より､同性のより深い交友関係をもっ

ていた (表 711).｡同様に性体験のある女子は､性体験のない女子より､同性のよ

り深い交友関係を持っていた (表ト2)｡

表7-1 性体験 (男性)の有無と同性の友人 n=1244

項目 性体験 ある % ない %

学校でよく話をする いる 185 70.88 725 73.75 nS
いない 76 29.12 258 26.25

一緒に遊びに行く -いる 179 68.58 528 53.77,.ゝ*
いない 82 31.42 454 -46.23.:

何でも打ち明けて話せる いる 154 ･59.00 351 35.71**

x2検定 **p<0.01 (欠損倍は削除)

表7-2 性体験 (女性)の有無と同性の友人 n=1412

項目 性体験 ある % ない %

学校でよく話をする いる 332 78.67 752 76.42 nS
いない 90 21.33 232 23.58

一緒に遊びに行く いる 306 72.51 651 65.76 *
いない 116 27.49 339 34.24

何でも~打ち明けて話せる いる 323 76.54 597 60.30 **

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

性体験のない男子には､性体験のある男子より異性の交友関係がないことが

多く､恋人と呼べる異性の友人は極端に少なかった｡逆に性体験のある男子は､

性体験のない男子より恋人と呼べる異性の友人を持つことが多かった (表ト3)0

表7-3 性体験 (男性)の有無と異性の友人 n=1244

項目 性体験 ある % ない %

グループでつきあう いる 122 46.74 390 39.67 *
いない 139 53.26 593 60.33

-親友と呼べる いる 86 32.95 205 20.85 **
いない 175 67.05 778 ･79.15

恋人と呼べる いる 119 45.59 96 9.77 **

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

一方､性体験のない女子は､性体験のある女子より恋人や親友と呼べる異性

の友人を持つことは少なかった｡逆に性体験をもつ女子は､性体験のない女子よ

り恋人と呼べる異性の友人を持っていた (表ト4)0
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表7-4 性体験 (女性)の有無と異性の友人 n=1412

項目 性体験 ある % ない %

グループでつきあう いる 179 42.42 415 41.92_nS
いない 243 57.58 575 58.08

親友と呼べる いる ,..125 29.62 173 17.47 **
いない ,297 70.38 817 82.53

恋人と呼べる いる 240 56.87 115 ll.62 **

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

次に性に対する関心では､性差に関わりなく性体験のあるものは､性体験の

ないものより性的な関心を持っていた (表ト5.6)｡

表7-5 性体験 (男性)の有無と性的な関心 n=1207

項目 験 ある % ない %

･ ある 183 70.66 442 46.62 **ない 6 2.32 76 8.02

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表7-6 性体験 (女性)の有無と性的な関心 n=1207

項目 体験 ある % ない %
ある 159 38.69 168 17.85
ない 19 4.62 177 18.81 **

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

性体験のある男子の性に最も影響を与えたものでは､先輩>漫画コミックス

>インターネット>ビデオ>学校で行われた性教育>友人>新聞雑誌記事>テ

レビラジオ>その他の本>教師>兄弟姉妹>親であった｡

性体験のない男子の性に最も影響を与えたものでは､友人>漫画コミックス

>性教育>インターネット>先輩新聞雑誌記事>ビデオ>テレビラジオであっ

た｡

結果として､性体験のある男子と性体験のない男子では､順位 1と順位2の先

輩と友人が逆転していた｡つまり､性体験のある男子は､友人よりも年上の先輩

からの影響を受けていた (表ト7)0

性体験のある女子の性に影響を与えたものでは､友人>漫画占ミックス>性

教育>先輩>新聞や雑誌の記事>その他の本>テレビラジオであった｡

性体験のない女子の性に最も影響を与えたものは､友人>性教育>漫画コミ

ックス>新聞や雑誌>テレビラジオ>先輩>インターネットであった｡

結果として､性体験のある女子と､性体験のない女子とでは､順位 2と3の漫
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画コミックスと性教育が逆転していた｡性体験者のある女子は､性体験のない女

子に比べて友人に次いで､漫画コミックスの影響をより強く受けていたく表ト8)0

表7-7 性体験 (男性)の有無と性に影響を与えたもの n=1205

耶 性体験 ある ない
影等 .した % 影響しない % どちらともいえない ●l 影響した % 影曹しない % どちらともいえない %

親 . 29 ll.65 164 65.86 56 22.49 68 7.23 704 74.81 169 17.96 *
兄弟姉妹 29 ll.65 177 71.08 43 17.27 72 7.68 731 78.01 134 14.30 *
･友人 209 41.39 27 5.35 20 3.96 618 65.12 204 21.50 127 13.38 **
-先輩 164 64.82 60 23.72 29 ll.46 381 40.58 403 42.92 -155 16.51 **
･教師 43 17.27 154 61.85 52 20.88 138 14.71 609 64.93 191 20.36 ｢■ns

新聞や雑誌の記事 99 39.13 111 43.87 43 17.00 324 34.47 440 46.81 176 18.72 nS
漫画コミックス 144 56.69 77 30.31 33 12.99 430 45.31 338 35.62 181 19.07 **
その他の本 53 21.29 93 37.35 103 41.37 215 22.95 402 42.90 320 34.15 nS

性教育(学校で行われた)･107 42.63 97 38.65 47 18.73 418･44.28 316 33.47 210 22.25 nS
テレビラジオ 77 30.92 128 51.41 ､44 17.67 268 28.45 496 52.65 178 18.90 nS

ビデオ 122 48.41 82 32.54 48 19.05 292 31.13 473 50.43 173 18.44 **.
インターネット 131 52.19 76 30.28 44 17.53 385 40.96 379 40.32 176 18.72 **

x2検定 *p<0.05**p<0.01
(欠損値は削除)

項目 性体験 ある ない
影響した .% 影響しない % どちらともいえない % 影響した % 影響しない % どちらともいえない ●■

親 50 12.29 263 64.62 94 23.10 134 14.03 627 65.65 194 20.31 nS
兄弟姉妹 68 16.79 263 64.94 74 18.27 109 ･11.50 708 74.68 131 13.82 辛
友人 306 74.27 43 10.44 63 15.29 560 58.82 204 21.43 188 19.75 **
先輩 156 38.33 174 42.75 77 18.92 199 21.04 583 61.63 164 17.34 **
教師 55 13.61 266 65.84 83 20.54 125 13.20 644 68.00 178 18.80 nS

新聞や雑誌の記事 153 37.59 -171 42.01 83 20.39 387 40.69 371 39.01 193 20.29 nS
漫画コミックス 210 51.47 119 29.17 79 19.36 493 51.73 250 26.23 210 22.04 nS
その他の本 101 24.94 215 53.09 89 21.98 229 24.57 501 53.76 202 21.67 nS

性教育(学校で行われた) 199 48.77 115 28.19 94 23.04 545 57.19 220 23.08 188 19.73 辛
テレビラジオ 91 22.47 210 51.85 104 25.68 255 27.07 480 50.96 207 21.97 nS

ビデオ 59 14.57 248 61.23 98 24.20 70 7.43 691 73.35 180 19.ll **
インターネット 71 17.49 244 60.10 91 22.41 171 18.ll 581 61.55 192 20.34 nS

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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女

表8-1 性体験 (男性)の有無と性教育への関心

2)性体験と性教育の経験 ･

性教育のニーズ

性差にかかわらず性体験

のある者は､体験のない者よ

りも､性教育に関心があった

(表8-1.2) (図21)0

n=1175

項目 体鹸 ある % ない %

知りたい 224 88.89 657 71.18l*.

冗2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表8-2 性体験 (女性)の有無と性教育への関心 n=1296

項目 体敗 ある % ない %

知りたい ~331 83.17 620 69.04 ド .

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

また､性差にかかわらず性体験者の､性教育受講経験は低かった (表 8-3.4)

(図20)0

表8-3 性体験 (男性)の有無と性教育の経験 n=1225

項目 鹸 ある % ない %

性教育体験ある 254 21.17 4 16.00Ins

x2検定 (欠損値は削除)

表8-4 性体験 (女性)の有無と性教育の経験 n=1389

項目 体鹸 ある % ない %

性教育体験ある 474 30.04 3 27.27卜S

I2検定 (欠損値は削除)
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性体験のある男子の学府別

の性教育ニーズは､小学生で

は､男女平等 ･差別>男女の体

のしく･み>異性の心>男女の

つきあい>妊娠出産>エイズ

>胎児の成長と能力であった｡

中学生では､エイズをのぞく

性感染症>避妊の方法>マス

ターベーション>人工妊娠中

絶>エイズ>性被害の対処･>

男女のつきあい>セックス>妊娠や出産であった｡

高校生では､性は人生にどういう意味を持つか>愛とは何か>性の被草の対I)_
処法>人工妊娠中絶>セックス>胎児の成長と能力>妊娠や出産>避妊の方法

であった｡

大学生では､性は人生にとってどんな意味をもつか>愛とは何か>妊娠出

産 ･セックス>性被害の対処であった｡

性体験のない男子の学府別の性教育ニーズは､小学生では､男女平等 ･差別>

男女の体のしくみ>異性の心>妊娠出産>男女のつきあい>エイズ>愛とはな

にかであったO中学生では､エイズをのぞく性感染症>避妊の方法>エイズ>マ

･スターベーション>男女のつきあい>人工妊娠中絶>性被害の対処>異性の心

>セックスであった｡

高校生では､性の被害の対処法>人工妊娠中絶>性は人生にどういう意味を

持つか>セックス>愛とは何か>避妊の方法であった｡

大学生では､性は人生にとってどんな意味をもつか>愛とはなにか>妊娠出

産 ･セックス>性被害の対処 ･胎児の成長であった (表8-5)｡

性体験のある女子の学府別の性教育ニーズは､小学生では､男女平等 ･差別>

男女の体のしくみ>異性の心>妊娠､出産>エイズ>男女のつきあい>胎児の

成長と能力>愛とはなにかであった｡

中学生では､避妊の方法>エイズをのぞく性感染症>男女のつきあい>エイ

′ズ>人工妊娠中絶>マスターベーション>性被害の対処>セックスであった｡

高校生では､性は人生にどういう意味を持つか>人工妊娠中絶>性の被害の

対処法>胎児の成長と能力>セックス>エイズをのぞく性感染症であった｡

大学生では､性は人生にとってどんな意味をもつか′>愛とはなにかであった｡

性体験のない女子の学府別の性教育ニーズはJ小学生では､男女の体のしくみ

>男女平等､差別>異性の心>妊娠出産>エイズ>胎児の成長と能力>男女の

つきあいであった｡

中学生では､避妊の方法>エイズをのぞく性感染症>男女のつきあい>エイ

ズ>セ少クス>人工妊娠中絶>異性の心>性被害の対処>妊娠出産であった.
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高校生で8才､人工妊娠中絶>性の被害の対処法>性は人生にどういう意味を
持っか>愛とは何か>胎児の成長と能力>セックス>避妊の方法であった｡

大学生では､愛とはなにか>性は人生にとってどんな意味をもつか>男女の

体のしくみ>セックスであった (表8-6)0

このことから性差に関わりなく性体験による教育ニーズについては､小学生､

中学生､高校生､大学生では多少の順位の変動がみられるが差があまりないと

いえる｡また､学年が進むにつれて､抽象的､概念的な考え方に対するニーズが

高まっていた｡さらに､中学生の性教育に対するニーズはもっとも高く､つい

で小学生､高校生であった｡大学生になると性教育に対するニーズは激減して

いた｡今回の結果から､性体験があってもなくても性教育ニーズに対する差が

ないことがわかった｡

表8-5 性体験 (男性)の有無と性教育のニーズ

項目時期 ある- ない
小学生 % 中学 % 高校生 % 大学生 % 世人によって異なる% 知 る必衰な 81% 小学生 % 中学 % 高校生 % 大学生 % 個人によって異なる% 知 る必衰はな い %

男女の身体の仕虹み(違いや第二次仕掛=ついて) 11049.77 95岨986 4 1一81 0 0.00 94.0ナ 3136 28241451 28844376 264.01 10.15 497.55 30.46 nS
異性の心 9743.89 10447.059 7 3.17 0 0.00 104.52 3136 21933.641 32950538 35538 4 0.61 61937 30.46 *
男女のつきあい 7533.78 12154505 14 631 1 0.45 8 3.60 3135 14321,966 38058372 60 9｣22 6 0.92 599.06 30.46 ■■
マスターベ-.シヨン 43l9.46 13761月91 13 5B8 1 0.45 20 9β5 73.17 6295124 38659B45 72ll.16 4 0.62 log16.90 12lB6 ～

性行為 (セックス) 3314BO 12053B12 4620.63 5 224 16 7.17 31.35 52けβ877 32449.77 1532350 14 之15 1001536 81｣23 **
逮妊の方法 472127 14465.158 21950 1 0.45 6 乙71 20.90 53&1538 4016lJi92 13020.00 4 0.62 58&92 40.62 **
妊娠や出産(生命尭生) 713lB4 log4&43 22 gB7 5 2241 135.83 4 1.79 17026,034 32049.005 8913.63 14 乙14 588B8 20.31 +
性感染症(エイズ除く) 502252 14665.766 17 7ji6 0 0.00 73.15 20月0 8513.077 41864308 9214.15 4 0.62 49754 203l～
エイズ 6830.77 12857319 17 7.69 0 0.00 6 2,71 20.90 12819.662 39460522 751152 50.77 467∬7 30.46**
胎児の成長と能力 6228.18 1074W6 4118.64 0 0.00 8 3,64 ･20.91 1692556 30647.005 104lL98 10 154 56&60 60.92 nS
人工妊娠中絶lごついて 3214.41 134 6036 4620.72 1 0.45 73.15 20.90 487D444 36455.743 1722634 5 0.77 599.04 71.07 料

任の被書(L/1プや性暴力)の対処法 3917.65 12151751 472127 3 136 83.62 3136 6092166 3395乙074 17426.73 10 154 609｣22 8lJ23 ～
愛とは何か 582636 89 455 472136 5 227 18&18 3136 11517Jill 2583951 13620B3 274.13 1041593 131.99 **
仕は人生一ど ういう五味を持つか 4219｣27 9443.119 5625.69 7 311 14 6.42 52,29 9414.484 26140216 1532357 304.62 9114.02 203.08 *

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表8-6 性体験 (女性)の有無と性教育のニーズ n=939

項目時期 ある~ ない
小学生 % 中学 % #& % 大学生 % fT人によって異なる冗 知 る必真一な い% 小学生 % 中学 % 高校生 % 大学生 % tl人によって異なる% 知 る必要はな い %

男女の身体の仕組み(違いや第二次性軌こついて) 16752.02 13741679 6 lB7 0 oioo 92BO 20.62 35659.14 21535.71 10 1.66 19 3.16 00.00 2033 nS
異性の心 1073え72 190S&lO 18 550 0 0.00 ll336 1031 20433.61 3305437 274.45 10.16 44725 10.16 nS
男女のつきあい 二7322.46 2226831 18 554 0 0.00 ll3.38 1031 11819.41 3976530 401658 2 033 49&06 20｣21 nS
マスターベーション 22 7.05 19863,46 29 gL29 3 896 4715.06 JS417 27 484 3213419 74 7月8 4 0.43 lot10.76 31330 nS
性行為 (セックス) 37ll.46 1956037 63l950 2 0.62125 7.74 1031 45 &06 34361.47 12722.76 15 2.69 7212.90 10.18 I
避妊の方法 441346 24976.15 27826 1 031 6 lB3 00.00 35 5.72 42769.77 12019.61 8 131 203｣27 2033 **
妊娠や出産(生命老生) 993037 17353.07 3510.74 1 031 18552 00.00 18129.97 31952Bl 8113.41 9 I.49 14232 00.00 +
仕感染症(エイズ除く) 451176 2397W9 371131 0 0.00 6 1一83 00.00 8313.65 42469.74 8914.64 3 0.49 81.32 10.17 nS
エイズ 7723.62 2156535 30 920 0 0.00 4 1.23 00.00 1442357 3936432 6610.80 0 0.00 5053 ･30.49 nS
男女の平等.差跡こついて 18757一89 10933.75 164,95 1 031 8 2.48 20.62 34557｣21 20333.67 44730 2033 9 1.49 00.α) nS
胎児の成長と能力 6520.12 17855.ll 6520.12 3 0.93 123.72 00.00 1362乙48 3004959 14023.14 8 132 20331 10.17 nS
人工妊娠中地Iこついて 19 5B5 2136乙54 832554 2 0.62 8 2.46 00.00 25 413 36660.40 19031.35 5 OB3 162.64 40.66 nS

任の裁き(H プや牲重力)の対処法 31 9E3 200Gall 722236 3 0.93 154.66 10｣31 48 7月3 3225322 18029.75 14 乙31 365.95 5OB3 I
愛とは何か 561734 1271353 90 9,58 10 1.06 39415 10.ll 90lW 21835.91 1482438 23 &79 12320｣26 5OB2 *

任は人生lこどういう意味を持つか 47 5.01 1394乙03 8426.01 ､12 3.72 319.60 30.93 601m10 24941月2 1482屯92 -22 &70 10217.17 132.19 ■

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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3)性体験と性交渉 ･胎児 ･人工妊娠中絶 ･性感染症 ･避妊に対する意識

性体験と学生の性交渉に関する考えでは､性体験のある男子では､性体験のな

い男子と比して､学生の性交渉については､基本的に "個人の自由"と考えてい

る者が多かった｡

性体験にかかわらず､男子は学生の性交渉に関して､"周りがしているからよ

い"という考えを支持していない｡性体験のない男子では､体験のある男子と比

し､学生の性交渉については､"責任のとれる年齢と立場になってからすべきだ"

と考えている者が多かった (表9-1)｡

1､

表9-1 性体験 (男性)の有無と学生の性交渉に対する考え n=1222

項目 性体験 ある ない賛成 % 反対 % 賛成 % 反対 %

性行為は妊娠や性感染症について.自分で責任のとれる年齢と立場になってからすべきだ - 127 50.00 127 50.00 -~755 79.31 197 20.69 ** .

妊娠や病気が学菜に与えるその後の影筆を考えると.しないほうがよい 120 47.62 132 52.38 716 76.33 222 23.67 **

妊娠によって一つの命が育まれるのであり,学生であつても責任'をとる覚悟があるのならばよい 199 78.04 56 21.96 618 64.58 339 35.42**
個人の自由である 205 79.77 52 20.23 627 64.97 338 35.03 **

妊娠さえ気をつければしてもよい 195 76.77 59 23.23 523 55.34 422 44.66 **

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

一方､性体験のある女子は､病気 ･妊娠の覚悟あるならしてもよい>個人の自

由である>避妊に気をつけたらしてもよい>性行為は積極的に遅くするべき>

なるべくしない方がよい>周 りがしているからよいの順であった｡性体験のな

い女子では､体験のある女子と比し､学生の性交渉については､"責任のとれる年

齢と立場になってからすべきだ'と考えている者が多かった (表9-2)｡

このことから性体験の有無にかかわらず､学生の性交渉に関して､"周りがし

ているからよい"という考えは支持していないといえる｡

-32-



表9-2 性体験 (女性)の有無と学生の性交渉に対する考え n=1363

項目 _ー性体験 ある ない賛成 % 反対 % 賛成 % 反対 %-

性行為は妊娠や性感染症について,自分で責任のとれる年齢と立場になってからすべきだ L 240 60.76 155 39.24 834 87.51 119 12.49**

妊娠や病気が学菜に与えるその後の彰学を考えると.しない旺うがよい 208 53.47 181 46｣53 699 75.08 232 24.92**

妊娠によって一つの命が育まれるのであり.学生であつても責任をとる覚悟があるのならはよい 334 82.88 69 17.12 666 69.38 294 30.63 **

個人の自由である 329 81.03 77 18.97 912 63.95 345 36.05**

妊娠さえ気をつければしてもよい 30? 75.56 98 24,44 466 50.95 463 49.84**

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

性体験の有無と胎児の生命の始期に対する意識では､男子の性体験のあるも

のは､性体験のないものよりも､胎児生命の始期について考えた事がやい者が多

く (表9-3)､女子では性体験の有無にかかわらず､胎児生命の始期について､考

えたことがない者の方が多い (表9-4).

表9-3 性体験 (男性)の有無と胎児に対する意識 n=1186

項目 性体験 ある ないはい % いいえ % はい % ~いいえ %
考えたことがない 240 39.02 150 60.98 509 54.15 431 45.85**

胎児といえども1人1人がかけがえのない存在であり､命を大切に考えたい 208 95.95 10 4.05 896 95.83 39 4.17nS

法律で中絶が認められている屯田にもいては人として考えなくてよい 334 17.84 198 82.16 179 19.74 728 80二26nS

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表9-4 性体験 (女性)の有無と胎児に対する意識 n=1372

項目 性体験 ある ないはい % いいえ % はい % いいえ %
考えたことがない 93 23.48 303 76.52 363 38.99 568 61.01**

胎児といえども1人1人がかけがえのない存在であり.命を大-.切に考えたい ~406 98.78 5 1.22 946 98.34 16 1.66nS

法相で中絶が詔められている屯田においては人として考えなくてよい 36 9.09 360 90.91 61 6.54 872 93.46nS

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)
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性体験にかかわらず､男子の人工妊娠中絶に関する意識では差がなかった｡性

体験のない女子は､体験のある女子よりも､人工妊娠中絶に対して､"どう考えて

よいかわからない (どう態度を表明するべきかわからない)''とする者が多か

った (表卜5.6)o
ド

表9-5 性体験 (男性)の有無と人口妊娠中絶の意識 n=1546 1

項目 性体験 ある - - ない賛成 % 反対 % -賛成 % 反対 %

l医学的理由 (妊娠を掛 ナると母体の生命が危険)以外は絶対避けるべき- 165 67.62 79 32.38 608 66.89 301 33;llnS

望まない妊娠ならばしても仕方がない 147 60.49 96 39.51 518 57.43 384｢ノ42.57 ns~̀,ニ

経済的理由ならはしても仕方がない 137 56.61 105 43.39 492 54.85 405 45.15 nS

女性の意思選択権として行われても仕方がない 155~64.58 85 35.42 548 61.43 344 38.571nS

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

表9-6 性体験 (女性)の有無と人口妊娠中絶の意識 n=1294

項目- 性体験 ある ない賛成 % ~､反対 % 賛成 % 反対 %

医学鞄理由 (妊娠を続けると母体の生命が危険)以外は絶対避けるべき 250 64.10 140 35.90 631 69.80 273 30.20 *
'望まない妊娠ならばしても仕方がない 210 54.26 177 45.74 447 50.00 447 50.00 nS

経済的理由ならはしても仕方がない -189 48.96 197 51.04 .385 43.55 499 56.45 nS

女性の意思選択権として行われても仕方がない 189 50.53 185 49.47 440 50.69 428 49.31 nS

x2検定 **p<0.01 (欠損値は削除)

性体験と性感染症の知識では､性体験のある男子では､ないものに比べ性感染

症を遺伝性であると思っている者が多い｡性体験のない男子では､性体験のあ

る者に比べ､`̀性感染症のことがよくわからない"と考える者が多かった｡

性体験にかかわらず､男子は性感染症についてはパー トナーとともに治療が

必要であると捉えていた (表9-10)｡

女子についても性感染症についてはパー トナーとともに治療が必要であると捉

えており､エイズには早期発見が発症を防ぐために必要だという認識があった

(表9-ll)｡
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‡

表9-10 性体験､(男性)の有無と健感染性の知識 n=1195

項目 也体験 ある ないはい _ % いいえ % わからない % はい % いいえ % わからない %

遼伝する病気ではない 79 31.73 112 44.98 58 23.29 288 32.51 334 37.70 324 36.57 **

ウイルスが原田で感染する満気である 159 63.86 35 14.06 55 22.09 553 58.77 127 13.50 261 27.74 nS

コンドームは感染予防に効果がある 226 91.13 10 4.03 12 4.84 815 86.33 36 3.81 93 9.85 辛

日本では患者が増加している . 211 85.43 4 1.62 32 12.96 732 77.54 22 2.33 190 20.13 辛

主に性行為によって感染する 223 90.28 5 2.02 19 7.69 813 86.21 24 2.55 106 8.87 nS

任感染症にはエイズも含まれている 201 80.72 14 5.62 34 13.65 733 78.14 51 5.44 154 16.33 nS

性感染症は自分だけが治療すればよい 21 8.47 198 79.84 29 ll.69 72 7.68 676 72.07 190 20.26 **

早期に感染を知ることでエイズの発症が防げる 119 47.98 72 29.03 57 22.98 424 45.ll 242 25.7i 274 29.15 nS

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

表9-11 性体験 (女性)の有無と任感染性の知識 nミ1357

項目 性体験 ある ないはい % いいえ % わからない l● はい % いいえ % わからない %

過伝する病気ではない 119 29.24 159 39.07 129 31.70 351 36.79 333 34.91 -~270 28.30 *

ウイルスが原因で感染する病気である 238 58.77 44 10.86 123 30.37 541 57.01 115 12.12 293 30.87 nS

コンド-ムーま感染予防に効果がある 360 88.45 ■19 4.67 ~28 -6.88 812 84.85 60 6.27 85 8.88 nS

日本では盛者が増加している 358 88.18 3 0.74 45 ll.08 825 86.12 12 1.25 121 12.63 nS

健康そうに見えていても感染していることがある 382 94.09 0 0.00 24 5.91 888 92.69 6 0.63 64 6.68 nS

主に性行為によって感染する 372 91.85 4 0.99 29 7.16 874 91.23 20 2.09 64 4.72 nS

牲感染症にはエイズも含まれている 341 84.20 16 3.95 48 ll.85 813 84.86 31 3.24 114 ll.90 nS

性感染症は自分だけが治療すればよい 8 1.98 360 89.ll 36 8.91 33 3.44 791 82.57 134 13.l99 ** .

早期に感染を知ることでエイズの発症が防げる 228 56.58 73 18.ll 102 25.31 443 46.44 205 21.49 306 32.08 **

x2検定 *p<0.05**p<0.01 (欠損値は削除)

性体験と避妊の知識では性体験のある男子では､性体験のない者よりも､避妊

の方法について知るものが多かった｡性体験の有無にかかわらず､男子はコンド

ーム､ピルについて知っている者が多く､月経からの日にちの数え方､基礎体温､

塵外射精法､女子用コンドームの知識がある者が多かったが､ペッサリー､緊急

避妊法､IUDの知識がない者も多かった (表9-12)｡

性体験のある女子では､性体験のない者よりも､避妊の方法について知ってい

る者が多く､特に基礎体温､塵外射精法､女子用コンドームの知識がある者が多

かった｡しかし､ペッサリー､緊急避妊法､ⅠⅧに関して知らない者が多かった(表

9-13).

-35-



表9-12 性体験 (男性)の有無と避妊の知識 n=1191

項目~~~ 性体験 ある ないはい % いいえ % わからない %' はい % いいえ % わからない l●

コンドーム 244 96.83 1 0.40 ､7 2.78 885 94.249 7 0.75 47 5.01 nS

フイルム状避妊薬 84 34.71 116 47.93 42 17.36 277 30.406 411 45.12 ′223 24.48 nS

月経からの日数を数える 156 63.93 _56 22.95 32 13.ll ー479 52.179 227 24.73 212 23.09 *書~
基礎体温を滞る 143 58.85 65 26.75 35 14.40 469 51.369 246 26.94 198 21.69 *

腺外射頼法(帝液を外に出すこと) 186 76.86 40 16.53 16 6.61 587 64.013 168 18.32 162 17.67 **

女性用コンドーム 175 71.43 52 21.22 18 7.35 443 48.31 276 30.10 198 21.59 **

ぺツサリ 91 37.76 110 45.64 40 16.60 185 20.263 452 49.51 276 30.23 **

繋急避妊法 62 26.05 125 52.52 51 21.43 143 15.714 480 52.75 287 31.54 **
IUD (避妊リング) 80 33.47 112 46.86 47 19.67 196-21.491 433 47.48 283 31.03 **

x2検定 *p<0.05 **p<0.01 (欠損値は削除)

表9-13 性体験 (女性)の有無と避妊の知識 n-1367

項目 性体放 ある ないはい % いいえ % わからない . % はい % いいえ % わからない %

コンドーム 406 99.02 1 0.24 3 0.73 942 98.433 3 0.31 12 1.25 nS

ピル (経口避妊薬) 390 95.35 8 1.96 ll 2.69 878 92.518 31 3.27 40 4.21 nS

フイルム状避妊薬 101 25.63 185 46.95 108 27.41 197 21.46 476 51.85 ~245 26.69 nS

月経からの日数を数える 296 73.82 64 15.96 41 10.22 626 67一457 169 18.21 133 14.33 辛

基礎体温を測る 304 76.19 57 14.29 38 9.52 629 67.634 174 18.71 127 13,66 **

腰外射精法(精液を外に出すこと)､314 80.10 55 14.03 23 ■5.87 465 50.543 271 29.46 184 20.00 **

女性用コンドーム 278 69.85 76 19.10 44 ll.06 479 51.784 259 28.00 187 20.22 柿 (

ぺツサリ 125 32.30 158 40.83 104 26.87 192 21.03 425 46.55 296 32.42 **

繋急避妊法 118 30▲41 163 42.01 107 27.58 124 13.626 470 51.65 316 34.73 **

ⅠUD (避妊リング) 126 32.39 161 41.39 102 26.22 195 21.429 423 46.48 292 32.09 ** .

x2検定 *p<0.05 **p<0.01 (欠損値は削除)

-36-



5 世代 ･地区 ･在住人口･大学進学率からみた性差による性意識の特徴

1)友人や性ゐ影替 ･性体験と初交年齢

17鮎止 空 や 王

林 11嘘Djf

17割止
63 L弘_a つ異性友と呼べる

~千.I

味 16歳15歳以下 ∫.ウ_1l申1 f異性.人と呼べる0

も｢山 l- i

l l + l l I L0 50 100 150 -i)00 250 300 35

友人では性差に関わ

りなく同性､異性共に

世代が高くなるにつれ

て､学校でよく話 しを

する>一緒に遊びにい

く>何でもうちあけて

話す友人の保有率が高

くなる (表 10-1.2.4.5)｡
また､男子では､ ｢グ

ループでつきあう異性

の友人｣ と ｢親友 と呼

べる異性の友人｣ とで

は､世代が高 くなるに

従って友人の保有率が 高 まって いた (尭 lo-2).女子では､年齢が高くなるに従

って､｢グル ープでつき あ う異性の友人｣ ｢親友と呼べる異性の友人｣ ｢恋人と

呼べる異性の友人｣の いずれの 友人の保 有率が高くなっていた (表 10-4.5) (図

7)0

表10-1 同性の友人 (男 性)と世代,在住人口､学校所在地区､大学進学率

同性の友人 卵 世代 n=1274(欠損値は削除)(%) 学校所在地区 n=1310(欠損値は削除)(%)

学校でよく話をする, いる 277(78.0)'562(72.4)● 93(65.0)● 370(70.6) 323(72.4) 52(74.3)211(78.1)
いない 78(22.0)●214(27.6)● 50(35.0)● 154(29.4) 123(27.6) 18(25.7) 59(21.9)

一緒に遊びに行く いる 178(50.1)♯453(57.4)⇔ 92(64.3){ 297(56.8) 250(56.1) 34(48.6)162(60.0)
いない 177(49.9).322(42.6)} 51(35.7)} 226(43.2) 196(43.9) ･36(51.4)108(40.0)

何でも打ち明けて話せる いる 126(35.5)}311(40.1)} 75(52.4)} 195(37.2)I191(42.8)● 20(28.6)●124(45.9)●

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-2 異性の友人 (男性)と世代､在住人口,学校所在地区､大学進学率

16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 来信 南信 50%以上50%未満～20%以上 20%未満

グループでつきあう ･いる 19(33.5)308(39.7) 90(62.9)200(弧2)181(40.6).45(643).113(41月) 164(39.0)103(39.8)170(363)
いない 36(665)468(603) 53(37.1)324(6lB)265(59.4).25(35.7).157(5al) 257(61.0)156(602)298(63.7)

親友と呼べる いる 76(21.4)183(23.6) 48(33.6)105(20.0)119(26.7) 18(25.7)72(26.7) 88(20.9) 54(20.8)122(26.1)
いない 279(78.6)593(76.4) 95(66.4)419(80.0)327(73.3) 52(743)198(73.3)333(79.1)205(792)346(73.9)

恋人と呼べる いる 58(16.3)122(15.7) 33(23.1)69(13｣2) 86(19.3)●13(18.6)●54(20.0) 52(12.4)●43(16.6)'89(19,0)I
いない 297(83.7)654(843)110(76.9)455(86.8)360(80.7)●57(81.4)●216(80.0)369(87.6)●216(83.4)●379(81.0)●

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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表10-3 位の関心 (男性)と世代､在住人口､学校地区､大学進学率

世代 n=1225(%)

16歳 17歳 18歳以上

168(48.8)～356(48.2)♯101(71.1)♯

28(8.1)～ 57(7.7)や 2(1.4)I

50 50%未済～20%以上

16(54.8)♯118(47.4)♯

27(6.9)～ 14(5.6)や

51ー38.3)♯117(47.0)♯

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-4 同性の友人 (女性)と世代.在住人口.学校所在地区.大学進学率

同性の友人 属嘩 学校所在地区 n=1503(潔)北信 中信 東倍 南信

学校でよく話をする いる 419(74.0) 371(80.1) 65(77.4) 297(76.2)
いない 147(26.0) 92(19.9) 19(22.6) 93(23.8)

一緒に遊びに行く - いる 354(62.5)+344(74.3)♯ 39(46.4)⇔285(73.1)ー
いない 212(37.5)♯119位5.7)♯ 45(53.6)-105(26.9)ー

何でも打ち明けて話せる いる 362(64.0)t314(67.8)I 44(52.4)●262(67.2)●

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-5 異性の友人 (男性)と世代,在住人口､学校所在地区､大学進学率

異性の友人 属性世代 ､n=1274(%)_ 学校所在地区 nこ1503(%) 大学進学率 n=1113(%)
16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 来信 南信 50%以上50%未済～20%以上 20%未満

グループでつきあう いる 119(33.5)盟7(40.9)一180(493) 213(37月)211(45.6) 36(423)171(43B) 143(39月)137(38.9)155(37.2)
いない 2翁(66.5)43)(59.1)一185(50.7) 353(62,4)252(544) 48(57.1)219(562) 215(60.1)201(60.1ー262(62B)

親友と呼べる いる 76(21.4)151(20.8)'88(24.1)99(17.5)113(24.4)15(17B)86(22.1) 62(17.3) 71(20｣2)80(19｣2)
いない 76(21.4)576(79.2)'277(75.9) 67(82.5)350(75.6)69(82.1)'304(77.9) 296(82.7)267(79.8)豆37(80.8)

恋人と呼べる いる 76(21A)187(25.7)I102(27.9)108(19.1)131(283) 25(29月)●113(29.0)75(20.9) 68(193)123(29.5)●

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-6 位の関心 (女性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1394(%)

16歳 17歳 18歳以上

59(16.5) 129(18.9) 138(392)ー

71(19.8) 115(16.8) 25(7.1)♯

北信 中 東信

96(18.0) 101(22.7)♯ 28(34.1)～

96(18.0) 62(14.0)I 16(19.5)+

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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男子では､いずれの地域に

おいても､同性の友人で､学

校でよく話しをする>一緒

に遊びにいく>何でもうち

あけて話す友人の保有率が

少なかった｡何でもうちあ

けて話す友人の保有率は､

南信>中信>北信>東信の

割合で少なくなっていた｡

また､いずれの地域におい

ても､グループでつきあう

異性の友人>親友と呼べる

異性の友人>恋人 と呼べる

異性の友人の順で友人の保有率が少なかった (表 Ⅰト1.2)0

一方､女子の同性の友人との交友関係では､中信>南信>北信>東信の順で､

"一緒に遊びにいく''､ `̀何でもうちあけて話す"友人の保有率が少なかった｡

｢親友と呼べる異性の友人｣-の女子の保有率は､中信>南信>東信>北信の

順でわずかに差がみられ少なくなっていた｡女子の ｢恋人と呼べる異性の友人｣

の保有率は､東信>南信>中信>北信の順に少なくなっていた(表 10-4.5)(図8)｡
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｢恋人と呼べる異性の友

人｣の保有率は､性差に関わ

りなく大学進学率50%以

上のものに少なく20%未

満のものにやや多く､その

比率は女子が 10%高かった′

(表 10-2.5) (図9)｡

し次いで性-の関心では､

関心がある世代別の男子の

比率は､18歳以上の男子>

16歳>17歳の順であった

(尭lo-3)｡



性教育に関する関

心の高さは､男子では

18歳以上> 17歳>16

歳の順で年齢が高く

なる順に高く､知 りた

くないとい う気持ち

では 16歳>17歳> 18

歳以上の順で年齢が

高くなるに従い低く

なっていた (表 10-7)0

性の悩みや不安で

は､17歳以上>16歳>

15 歳以下の順で多か

った (尭 lo-10)(図 10)0

表10-7 性教育への関心 (男性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 h=1176(%) 学校所在地区 n=1211(%)

16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 東信 南信

233(70B)} 530(75.0).119(85.0)} 382(79.3)}310(72.9)} 43(652).177(744).

96(292)ー 177(25.0). 21(15.0)J- loo(20.7).115(27.1r- 23(34.8)～ 61(25.6).

50%以上 50%未済-2弧 上

305(79.6)}170(742)}

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
-＼ヽ

表10-8 性体験 (男性)と世代､在住人口,学校所在地区､大学進学率

世良 n=1209(%)I. 学校所在地区 n=1244(%)

16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 東倍 南信

41(la3)● 132(17.9)⇔ 66(475)一 61(122)+128伽.1)♯ 25(37.9)～ 47(l&7).

50%以上 50W 溝～20%以上

35(&7)+ 41(ITS)ー

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-9 初体験の年齢 (男鹿)と世代,在住人口､学校所在地区､大学進学率

年齢 属性 学校所在地区 n=231(%)
北信 中信 来信 南信

15歳以下 32(55.2) 32(28.8)♯ -8(38.1)♯ 16(39.0)♯

16歳 → 23(39.7) 29(26.1)♯ 5(23.8)* 19(46.3)♯

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-10 位の不安や悩み (男性)-と世代.在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1124(%)

16歳 17歳 18歳以上

38(122)} 107(15B). 34(25.4)+

50%以上 50%未満～20%以上

73(19.7). 29(lag).

x2*# *p<0.05 **p<0.01
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次いで初体験年齢別

の地区比率では､15歳

以下では､北信>南信

>東信>中信で多く､

16歳では､南信>北信

>中信>東信で多く､

17歳以上では､中信>

東信>南信>北信で多

かった (表1019) (図1

5)0

東信>中信>南信>

北信の順で性体験のあ

る男子が多かった (義

10-8)0

-方､女手では､性体

験者は世代が高くなるに従って多くなり (表 10-12)中信>南信>東信>北信の

順で性体験者が多かった (表10-12)｡また､北信>東信>中信>南信の順番で初

体験年齢が低い者の比率が高く (表 10-13) (図 15)､性教育-の関心がある世

L代別の女子の比率は､18歳以上>17歳>16歳の順であった (表18111)｡

性に対する不安や悩みでは世代が高くなるに従って高くなり､とくに東信に

不安や悩みを持つ者が多く北信が少なかった (表10-14)｡

表10-11 性教育への関心 (女性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-12 性体験 (男性)と世代､在住人口,学校所在地区､大学進学率

世代 n=1379(%) 学校所在地区 n〒1412(%)

16歳 17歳 18歳以上 ⇒ヒ倍 中信 東倍 南信

84(23,8)～ 167(24.7).152(43.4)一 97(18.1)I165(37B). 22(30.1).138(37.7)一

50%以上 50%未満～l..

39(ll.4)+ 76(24.4)+

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

表10-13 初体験の年齢 (女性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

在住人口 n=360(%)

10万人以上 10万人以下 3万人以下

54(36.0)● 39(33.6)●41(43.6)'

40(26.7)● 50(43.1)事 32(34.0)I

56(37.3)■ 27(23.3)● 21(22.4)I

北信 中信 来信

48(51.6) 59(38.8) 10(50.0)I

37(39.8) 48(31.6)♯ 3(15.0)♯

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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表10-14 位の不安や悩み (女性)と世代,在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1124(%)

16歳 17歳 18歳以上

60(17B)+ 127(195). 99(29A)+

北 中信- 兼信

80(15B). 106(24.9)● 22(28.6)}

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

1.98.88!2.062.023

i i

平声f-=-I:T:.弓
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0 0.5 1 1,5 ` q

湖 心串痛い:_=軸 壌早手紬頓中､1-反対工

性体験者の在住人

口では､性-の関心は

10万以上の地域に在 ｣

住している者に比し､

10万から3万未満が

高く (表 lH6)､､初体

験年齢は 10万以上の

地域に在住 している

者が 3万未満に比し

高かった (表 10-17)0

特に女子において､3

万未満の地域に 15歳

未満の初体験年齢の

早い者が多かった (義

1日3) (図13)｡

表10-15性体験者の在住人口と学生の性交渉に対する意識 一元配置分散分析(平均値,SD)

性行為は妊娠や性感染症について､目分で責任のとれる年齢 と立場になってからすべきだ 1.42 1.42 1.5 1.43皇

SD 0.495 0.495 0.502

妊娠や病気が学業に与えるその後の影響を考えると､しないほうがよい 1.48 1.48 1.5 0.05

SD 0.501 0.501 0.501

妊娠によって一つの命が育まれるのであ り､学生であつても責任をとる覚悟があるならばよい 1.21 1.21 1.15 1.132

SD 0.406 0.408 0.36
個人の自由である 1.21 1.21 I.16 0.669

SD 0.406 0.406 0.372

避妊 さえ気をつければしてもよい 1.26 1.24 1.23 0.237

SD 0.438 0.426 0.423

周 りの人が していると聞いているので してもかまわない 1.68a 1.55b 1,55b 5.126#

SD 0.468 0.499 0.499

**p<O.ol aとbの問で有意差あり
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表10-16性体験者の在住 人 口 と 性への関心一元配置分散分析(平均値.sD)

性の関心 1.83a 2.06b 1.98 3.269'

SD _ 0.970 0.979 0.984

件数 286 183 ~153

表10-17性体験者の在住人口と初体駿年齢 一元配置分散分析(平均値,sD)

初体験年齢 2.02a 1.88 1.74b 5.551#

SD t 0.840 0.780 0.770l

**p<0.01 aとbの間で有意差あり

性体験のある女子

は､大学進学率が20%

未満 >50% 未満 ～

20%以上>50%以上

で増加 していた (義

lM)A.

男子における性教

育の関心の高さは､大

学進学率が20%未満

>50% 未満 ～20%以

上>50%以上で多く､

大学進学率の高い高

校の男子は､性-の関

心を持っていた (表 lP

7)｡

また､性体験のある

男子は､大学進学率が 20%未満>50%未満～20%以上>50%以上で増加してお

り (表 lM)､性の悩みや不安では､50%以上>50%未満～20%以上>20%未満

の順で多かった (表 10110) (図14)｡
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2)性交渉 ･胎児 ･人工妊娠中絶 ･性感染症に対する意識

性交渉に対する考え方では､ ｢性交渉は､学業に与える影響を考えるとしない

方がよい｣では世代に関わらずいずれの男子も､賛成が多く､そゐ比率は､16歳>

17歳>18歳以上の順で多かった｡｢周 りの人がしているときいているので､して

もかまわない｣では､大学進学率に関わらずいずれの男子も､反対が多かった (義

1卜1)0

義ll-1 学生の性交渉に対する意識 (男性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

項目 属性 世代 n=1229(欠損値は削除)(%) 大学進学率 n=1104(欠損値は削除)(%)
15歳以下 16歳 17歳以上 50%以上 50%未済～20%J;2u 20%未満

賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

性行為は妊娠や性感染症について.自分で責任のとれる年串と立場になってからすべきだ 242(72.7) 91(273)543(73B)l93(262) 96(69.1) 43(30.9) 308(76.4) 95(23.6)168(703)71(29.7)323(7乙9) lio(27.I)

妊娠や柄気が学業に与えるその後の影菅を考えると.しないほうがよい 243(73.4) 88(i6.6)525(7之5 199(275)+ 72(522)+ 66(47B)～292(73.3)104(263)171(722)66(27B)318(72.4)121(27.6)

妊娠によって一つの命が育まれるのであり.学生であつても責任をとる覚悟があるならばよい235(70.4) 99(29.6)487(66.0)251(34.0) 97(68B)44(312) 255(62B)I151(37.2)●173(712)● 70(28B)●305(693)'135(30.7)●
個人の自由である 227(672) lllt32B)518(69.1)232L30.9) 97(68B) 44(312) 262(6457144L35.5)178171BJ 70(282)317170.4)133(29.61
丑妊さえ気をつければしてもよい 185r55.61 148(44.4)450(61.51282(385) 90r65.7ー 47(3431 214(532 188(46.8r'165(673 80(32.7r267(61.4r168(38.6r'

x2検定 *p<0.05 **p<0.Ol

胎児に対する考え方では､ ｢胎児といえども一人一人がかけがえのない存在

であり､命を大切に考えたい｣では､年齢差､学校所在地､大学進学率のいずれに

も関わらず多く賛成していた (表 1ト2)｡

義ll-2 胎児に対する意識 (男性)と世代､在住人口､学校所在地区.大学進学率

世代 n=1193(欠損値は削除)(%)学校所在地区 n=1229(欠損値は持rJ除)(%)

16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 東信 南信

はいいいえはいいいえはいいいえはいいいえはいいいえはいいいえはいいいー
168 168 389 328 60 80 261 231 213 213 43 24 111 133

(50.0)Iー50.0ー●(543).(45.7)'(42.9).(57.11●(53.0)I(47.01ー50.0ー●(50.0).(642)Ir35.8)(45.51(545)

311(93.7)● 21(63)'693(965)● 25(㍊)I 135(97B)' 3(22)●_472(95.5) 22(45) 406(95B) 18(42) 61(96B) 2(32) 233(963) 9(3.7)

73(225)' 251(775)'146(21.1)I 547(78.9)' 15I 121(89.0)I 88(l&4) 391(81.6) 91(2al) 321(77月) 15(23.4) 49(76.6) 43 188(ll.0) (18.6)(81.4)

36 290 58 642 7 129 42 439 36 383 8 55 16 217

はいいいえはいいいえはい

191(482)I 205(SlB)' 118(502). 117(49B). 257(5&7).

382 14 221 14 416
(965) (35)(94.0) (6.0)(95.4)

73(193) 306(80.7) 46(203)･181(79.7) 101(23.7)

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

人工妊娠中絶については､｢医学的理由以外は絶対さけるべき｣では､大学進

学率に関わらずのいずれの男子も賛成が多かった (表 1卜3)0

義ll-3 人工中絶に対する意識 (男性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1229(欠損債は削除)(%)

北信 中信 東信 南信

賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

320(66.4)162(33.6)280(69.7)122(303)49(75.4)16(24.6)47(615)92(385)

285(60.1)186(39.9)229(5&7)175(433)32(492)33(SOB)43(60.6)93(39.4)

284(602188(39B2D7(51.6194(4& 27(41.5 38(5乱5 32(56.4 02(43.6)

293(61.7)182(383)246(623)149(37.7)35(54.7)29(453)桓 (67.0)77(33:0)

賛成 反対 賛成 反対 賛成

19(5_63170(43.154(6aq 71(31.324(7

27(593)156(40.7)144(64.9)78(35.1)233(55.6)

17(57.1)163(429)128(582)92(41B)233(555)

34(61.7)145(383)142(64.0)80(36.0)268(64.6)

x2検定 *p<0.05 **p<0.01
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性感染症については､17歳以上の男子がよく認識していた (表11-4)｡

義ll-4 位感染性の認識 (男性)と世代､在住人口.学校所在地区､大学進学率

世代 n=1178(%) 学校所在地区 n=1212(%)

16歳 17歳 18歳以上 北信 中信 東信 南信

159(492). 370(515r 94(69.1). 249(51.の● 243(57｣9)I 39(弧9)I110(45B)'

50%以上 50%未済､20%以上

180(453)' 122(542)'

x2検定 *p<0.05 *卓p<0.01

一方､女子では､ ｢性行為は責任のとれる年齢になるまで待つ｣では､大学進

学率に関わらずいずれの女子も賛成しており､その比率は 20%未満<50%未満

～20%以上<50%以上の順で多くなっていた｡｢性交渉は､学業に与える影響を

考えるとしない方がよい｣では､世代に関わらずいずれの女子も賛成しており､

その比率は､16歳>17歳>18歳以上の順で多かった｡また､学校所在地区では､

北信>来信>南信>中信の順で賛成が多かった｡

｢学生であっても命にたいして責任をとる覚悟があるなら性交渉をしてもよ

い｣ では､世代にかかわらずいずれの女子も賛成が多く､その比率は､18歳以上

>17歳>16歳の順で多かった｡また､学校所在地区では､中信>南信>北信>東

信の順で賛成が多かった｡

｢個人の自由とする｣では､学校所在地区では､中信>南信>北信>東信の順

で女子の賛成が多かったo "周りの人がしていると聞いているのでしてLもかまわ

ない"に反対する者が 10万以上の地域に在住している者が3万未満に比して高

かった (表11-5)0

義ll-5 学生の性交渉に対する意識 (女性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

位代 n:1394(欠損値は別陳)(%)在住人口 n:1307(欠損掛ま削除)供)学校所在地区 n=1441(欠損値は耶除)(%)

16歳 17歳 18歳以上 10万人以上10万人以下3万人以下 北信 中信 東信 .南信

はいいいーはいいいVはいいいえ はいいい'はいいいーはいいい'はいいいーはいいい'はいいい~はいいいえ

273 74(213) 533 144213) 274 65192) 47280.5) 114195) 301 85 24879.0) 66 43482.4) 93 342 10022.6) 65833) 13 280 8122.4)78.7) 7&7) (SOB) 78.0)22.0) 21.0) 17.6)(77.4) 16.7)77.6)

248732 9147271. 189 209(61月 129SSR 4秒l17229.9) 24164.6) 13235.4) 22271.4) 8628.6) 39175.6 12624. 276(6aTT 157 51 24 22965.6r 120礼(26B 2&6 70.1) 3&36&03乙0

241弧3) 112 500 188 284(805 6919｣5 43773.0)16227.0) 28974.9) 97 23272:0) 90 364682 170 363(80.7r 87 52 26333 273742r 95(31.772.7273 25.1) 2&0) SIR 193 66.7 25B

23366.6) 117488 199 253(713) 1022&7) 412 181 283735) 102 21065.4) 111 36167.4 17532.6 329(73.8 117 42 3746B 2637al 10227.9)(33.4)70月)29.1) 69.5)30.5) 265) 34.6) 262 532

20961.1ー 113 38457.7ー 281423ー 200(57.61 147 32454.9T26645.1r 23263.Or 13637.0)-175 135435r 30056.71229433ー 271(615ー 170 40 3647.4) 20359｣2ー 140(3&91 42.41 56∬ 385152.6ー 40Bー

7723.0) 25S(77.0) 157 479753) 92 248729) 122213T450 104 25270.訂 72 235765T 113389775) 102 3257al) 2127.3) 56 94 24772.4)

性行為は妊娠や牲感染

症について.自分で責

任のとれる年幹と立場

になってからすべきだ

妊娠や病気が学票に与

えるその後の影gを考
えると.しないほうが
よい

妊娠F=よって一つの命

が育まれるのであり.

学生であっても責任を
とる発憤があるならは

傭人の自由である

遭妊さえ気をつければし
てもよい

周りの人がしていると

掃いているのでしても

かまわない

大学進学串 n:1052(欠臥位珊除)吹)

はいいいIはいいいIーまい

2985B 48142 239773 7022.7 285(73.6r

24 81 220 82 263
75.4)24.6)72B)272)(692)

22663 115 223703)' 94 298(75.6)●33.7)' 29.7)I

21645)120355) 22270.5) 93 285(725)29.ら)

1 lらl495 183 12139.8r 250(64.67150.5 602

1轟 &7604 84 21271月r 103

x2検定 *p<0.05 **p<OJ)1
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17歳 以 ｣ニ

16&

15歳 以T

平 均 fZE
0 0.5 1 1.8

- 法 律 で 中 手色力事認 め ら れ て t'ヽる I屯tZEf一二お t'､て lま人 と して 考 え な

~く て 長 も一

一 周 り の 人 力iして t'-る と 阿 t'-て t'-る の で して も か ま わ な t'-

■｢催 事予冷 lま妊 相 や 性 恐 染 蛙 tこつ trヽて _ 自 分 で ■r任 o}とれる牢■計
と 立 場 lこな っ て カーら す 一くさ だ

′′図 1 1 初 体 験 年 齢 と性 舌 鼓

性体験者の初体験

年齢 と性意識の関係

では､"性行為は妊娠

や性感染症にらいて

自分で責任の由れる

年齢 と立場になって

からすべきだ''に賛成

する者が､初体験年齢

が高くなるに従って

増加していた｡"周り

の人がしていると聞

いているのでしてもかまわない"に賛成する者は初体験年齢が低くなるに従っ

て増加しており､大学進学率に関わらずいずれの女子も､反対が多い傾向にあら

た (表 10-18)0

表10-18性体験者の初体験年齢と学生の性交渉に対する意識 一元配置分散分析(平均値,sD)

性行為は妊 娠 や性感染症 について､自分で責任のとれ 1.51t) 1.46b 1.3a -9.007♯事る年齢と立場になってからすべきだ

SD 0.501 0.5 0.461 ぐ

妊娠や病気が学業に与えるその後の影響を考えると､ 1.51 1.46 1.47 0.752
しないほうがよい

SD 0.501 0.499 0.501

妊娠によって一つの命が育まれるのであり､学生で 1.18 1.18 1.21 OJ41あつても責任をとる覚悟があるならばよい

SD 0.381 0.382 0.406
個人の自由である 1.18 1.2 1.19 0.099

SD o｣386 0.399 0.396

避妊さえ気をつければしてもよい 1.21 1.25 1.28 1.407

SD 0.406 0.43ー 0.449

周 りの人がしていると聞いているのでしてもかまわな 1.53C 1.66d 1.66d 4.957**Vヽ
SD 0.5 0.475 ･0.474

**p<0.01 aとbおよび Cとdの間で有意差あり

"法律で中絶が認められている範囲においては人として考えなくて良い"に

反対する者が､初体験年齢が高くなるに従って増加していた (表10｢20) (図11)0
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表10-19性体貧者の初体鼓年齢と性教育の三一ズ-｣元配置分散分析(平均値.sD)

男文の身体の仕組み tj基いや第二次性徴につい 1.4a 1.55b 1.51 3.824'て)

.SD 0.545 0.534 0.515
異性の心_ 1.59 1.73 1.64 2.876

SD 0.555 0.594 0.536

男女のつきあい 1.71 -1.85 1.79 2.563

SD 0.551 0.567 0.542

マスターベーション 1.92 2.02 2 1.699

SD 0.606 0.443 0.452

性行為 (セックス) 2.36 2.22d 2.1 3.81'

SD 0.709 0.602 0.577

避妊の方法 1.89 1.97 1.91 1.115
_SD 0.566 0.467 0.498

妊娠や出産 (生命誕生) 1.84 1.8 1.75 0.634

SD 0.69 0.64 0.702

性感染症 (エイズ除く) 1.89 1.98 1.9 1.429

SD 0.541 0.51 0.529

エイズ 1.79 1.84 1.81 0.256
SD 0.58 0.601 0.55

男女の平等､差別について 1.48 1.44 1.45 0.167

SD 0.643 0.608 0.551

胎児の成長と能力 1.99 1.94 1.95 0.303
SD 0.679 0.694 0.686

人工妊娠中絶について 2.13 2.22 ■2.ll 1.626
SD 0.601 0.57 0.552

性の被害 (レイプや性暴力)の対処法 2.08 2.18 2.07 1.55

SD 0.664 0.639 0.587

愛とは何か 2.05 .2.22 2.05 2.195
SD 0.845 0.789 0.753

性は人生にどういう意味を持つか 2.040 2.32f 2.2 5.134#
SD 0.777 0.745 0.794

**p<0.01*p<0.05 aとb,Cとd,eとfの間で有意差あり

表10-20性体鼓者の初体族年齢と胎児に対する意識 -元配置分散分析(平均値.sD)

考えたことがない 1.29 1.35 1.28 0.981

SD 0.456 0.477 0.453

胎児といえども1人1人がかけがえのない存在であ 1.04 1.02 1.01 2.766り､命を大切に考えたい

SD 0.19 0.122 0.075

法律で中絶が認められている範囲においては人として 1.84a 1-.88 1.93b 3.271*考えなくて良い

SD 0.365 0.322 0.264

お腹に中にいる胎児はまだ人として考えなくていい 1.96 1.96 1.99 1.436

SD 0.192 0.187 0.107

**p<O.ol aとbの間で有意差あり
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は人生にどううヽ意味を持I行為 (セッタ)女の身体のみ (違い次位鞍につ ー)

17点以上16歳15点以下 ー平均旋

1.5J-∴_--;Ti

-育つ1.pノご
E3二三三二主謀 _I-汁
巨 lfHj子羊

=二 十 か 1.4

0､ 1 去憎 3

図12 初体験年齢と性教育の千二女 遅くに知りたい

鵬 ≡ ≡ 空 ≡ ≡ =44ゝ J6- 一

i]-.-- - ---一二-.---㌔-.r-45.8忘 蔓 豊 --,i-,-5-,,-_ラヒ_-_,ht_主批 _｣- .

また､性教育-のニーズで

は､男女の身体の仕組み､性

は人生にどういう意味を持

つかでは､初体験年齢が 15/

歳未満に比して 16歳では遅

くなってから知 りたいとす

るニーズが高く､性行為で

は､16歳に比して 15歳未満

では遅くなってから知 りた

いとするニーズが高かった

(表10-19) (図12)0

｢胎児について考えたこ

とがない｣に対しては､世代

に関わらずいずれの女子も､｢

考えている者が多かった｡

｢胎児といえども一人一人/7
がかけがえのない存在であ

り､命を大切に考えたい｣で

は､年齢差､学校所在地､大学

進学率に関わらず多くが賛

成していた (表11-6)0

人工妊娠中絶では､｢医学

的理由以外は絶対さけるべ

き｣に対し､大学進学率､学校

所在地に関わらず女子の賛

成が多かった (義ll-7) (図

16)｡

性感染症については､世代に関わらず女子は認識していた｡また学校所在地が

中信､南信､東信 (図16)､および大学進学率が20%未満､50%未満～20%以上

では､より性感染症を認識していた (表 1ト8)0
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義ll-6 胎児に対する意識 (女性)と世代､在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1414(欠損債は削除)(冗)

16歳 17歳 18歳以上 _

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

127(36.6 20(63. 47(37.0 0(63JO 95(275 51(725

53(992) 3(OB)88(983)-12(L7)52(983) 6(I.7)

25(7.4)12(9a6) 54(&0)18(92JO) 22(62)34(93B)

考えたことがない

胎児といえども1人1人がかけ

がえのない存在であり.命を大

切に考えたい

法律で中絶が認められている屯

田においては人として考えなく
て良い

お腹の中にいる胎児はまだ人と

して考えなくていい

学校所在地区 n=1448(欠損値は削除)(%)

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい

06(393)18(60.7)142(322)299(67B)33(44.0)42(56.0)97(27.4)

33(982) 10ilB) 9(98.8) 5(I.I)75(97.4) 2(2.6)369(9&7)

34(65)87(935) 34(7.7) 5(9a3)_8(10.4)69(89.6) 29(&0)

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

衣ll-7 人工中絶に対する意識 (女性)と世代,在住人口､学校所在地区.大学進学率

世代 n三1242(欠姐値は削除)(%)学校所在地区 n=1358(欠損債は持rJ除)(%)

10万人以上10万人以下3万人以下 北信 中信 東信 南信

賛成 反対賛成 反対焚成 反対 賛成 反対賛成 皮 賛成 反対賛成 皮
402 165 245 121 211 98 369 143 294 134 61 15 211 131

(70.9rー29.1ー●(66.9)'(33.1ー●(683ー●(31.7r(722r(27.9(68.77.(3137.佃n.3r(19-7r別.7r(383
258 297 201 163 164 144 257 245 214 211 31 41 183 162

(4L;..?I(.S.1.7)(552ー(44.A)(.S.1.2ー(46Rー (572ーldR一穴ー(.F;0_4ー(4g_i;I(4.7_n (5LS_qt(.G.?_nt(47_01
239 313 160 203 153150 211 292 194 220 32 41 165 178

(433)(56.n (44.n ー55.9ー(50.5ー仙9.5ーー41.9ー(5Rlー(46.91(53_lー(43.刺 ● (4Rlー(51.9ー
257 285 175 176 160 136 232 252 216 198 31 38 175 161

(47.41ー52.6ー(49.9ー(50.n(弘lー(45.9ー(47.gー(52_1ー(5211(47_n (44_9ー(.F;5_n(52_n(47_q1
261 233 173 148 159 106 243 187 193 182 39 27 171 135

医学的理由(妊娠を続けると母体の

生命が危換)以外は抵対泣けるべき
望まない妊娠ならばしても仕方
がない

経済的理由ならはしても仕方が

ない

女性の意思蓮択格として行われ

ても仕方がない

どう考えたらよいか分からない

大学進学率 n:988(欠損債は削除)伽)

賛成 反対賛成 反対賛成
203 120 231 69 262

(62月r(3727.(71.OT'(23.nr(71BT-
180 142 146 151 187

(F;.F;_9ー(44_n(4g2ー (EnRー(i;0.7l
149 165 116 180 165

(47_5ー(52_5ー(392ー(肌Rーー45.2ー
159 150 135149 183

(.St広一(4只_F;I(47_E;I(52_.F;ー513
161 116 137 121 182

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

義ll-8 位感染性の認識 (男性)と世代,在住人口､学校所在地区､大学進学率

世代 n=1375(%) 学校所在地区 n=1409(%)

16歳 17歳 18歳以上 北 中信 1 東信 南信

189(542). 357(5ま7r 223(63.9). 236(443r 303(6&7r 51(67.1r 204(56BT'
50%以上 50%未済～20%以上

151(44.Or 179(56.6r

192(56.Or 137(43.4r

x2検定 *p<0.05 **p<0.01

6 性意識 (生命尊重の意識､性交渉の意識)と自己肯定意識

1)生命尊重および学生の性交渉に対する意識 (表 12)

生命尊重に関する内容である胎児に対する意識では "人として認める"とい

う考えが90%前後に達し多かった｡また ､人工妊娠中絶を行う場合の理由とし

て､"望まない妊娠"､"経済的理由''､"女性の意思選択権"として可能と判断する

ものと反対するものに意見が半々に分かれていたのに対し､医学的理由を認め

るものが68%と多かった｡一方､学生の性交渉は､"周りがしているからよいと

はいえない''､"責任のとれない年齢は望ましくない''､"学業に影響するからすべ

きではない"という意見が70%前後を占めていた.逆に `̀責任をとる覚悟があれ

ばよい''､"個人の自由だ"､"避妊さえ気をつけていればよい"などの意見も60%

から70%程度認められていた｡
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表12生命尊重･学生の性交渉に対する意識 (鶴)

項目 内容 -賛成 反対

生命尊重 人工妊娠中絶は経済的理由でもしてはいけない C' 50.0 50.0
人工妊娠中絶は女性の意思選択権としてもし七はいけない 43.0 .56.0
人工妊娠中絶は望まない妊娠でもしてはいけない 45.5 54.5

7項目 法律で人工妊娠中絶が認められている範囲においても人として考える 86.8 13.2

おなかの中にいる胎児は人として考阜る 95.2 4,81

胎児といえども一人-人かけがえのない存在であり命を大切にしたい 97.3 27.7
人工妊娠中絶は医学的理由以外は避けるべき 一 一, 68.0 32.0

~学生の性交渉に対する制御の意読 諾 妄㌫ 言認 諾 まれるものであり.学生であつても責任をとる覚悟があるなら 29.1 .70.9性交渉は個人の自由ではない 30.8 69.2
性交渉は避妊さえ気をつけていればよいものではない 40.5 59.5

6項目 性交渉は別 のものがしているからといってしてよいものではない,, 71.9 .~28.1

性行為は妊娠や性感染症について､自分で責任のとれる年齢や立場になってからすべき 76.5 23.5

;合計値が高いほど意識は高い

2)自己肯定意識

自己肯定意識尺度の下位項目の確認のため主成分因子分析を行った結果､各

因子を構成する項目が平石 (1990)の示す尺度項目に一致していることから､

本研究では平石の下位概念である 6因子 (自己受容､自己現実的態度､充実感､

自己閉鎖性 ･人間不信､自己表明 ･対人的積極性､被評価意識 ･対人緊張)で

分析を行った｡

自己肯定意識尺度は､自己受容 15.1(SD<標準偏差> 3.0)､自己現実的態

度 23.0(SD 6.3)､充実感 25.5(SD 6.9)､自己閉鎖性 ･人間不信 19.4 (SD

7.5)､自己表明 ･対人的積極性 21.0 (SD 5.8)､被評価意識 ･対人緊張 22.0

(sD 6.2)であった｡

3)生命尊重感および性交渉制御感と自己肯定意識の由連

生命尊重に関する 7項目の主成分分析 (Kaiserの正規化を伴 うプロマックス

紘)の結果､3因子が抽出された｡第 1因子は3項目で構成されており, ｢人工

妊娠中絶は経済的理由でもしてはいけない｣など,中絶の理由に対する考えに

関する内容の項目が高い負荷量を示 していた｡そこで "中絶の意識"と命名 した｡

第2因子は2項目で構成されてお り, ｢法律で人工妊娠中絶が認められてい

る範囲においても人として考える｣ など,胎児に対するとらえ方に関する内容

の項目が高い負荷量を示していた｡そこで "胎児の認識"と命名した｡

第 3因子は2項目で構成されており, ｢胎児といえども一人一人かけがえの

ない存在であり命を大切にしたい｣など､生命に関する価値観に対する内容の

項月が高い負荷量を示していた｡そこで "命の価値"と命名 した (表 13-1)0
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表13-1生命尊重感の主成分分析

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

人工妊娠中絶は経済的理由でもしてはいけない 0.760 0.080 0.017

人工妊娠中絶は女性の意思選択権としてもしては
いけない

0.756 -0.001 0.140

人工妊娠中絶は望まない妊娠でもしてはいけない 0.754 0.125 -0.14
法律で人工妊娠中絶が認められている範囲におい
ても人として考える

0.035 0.824 0.022

おなかの中にいる胎児は人として考える 0.163 0.780 -0.008

胎児といえども一人一人かけがえのない存在であり
命を大切にしたい

-0.2550.300 0.741

人工妊娠中絶は医学的理由以外は避けるべき 0.280 -0.245 0.738

田子間相関 Ⅰ
Ⅰ 中絶の意芸哉

Ⅱ 胎児の認識

Ⅱ 命の価値

Ⅱ Ⅲ
0.061 0.171

0.139

性交渉制御に関する6項目では2因子が抽出された｡第1因子は､4項目で

構成されており'｢妊娠によって一つの生命がはぐくまれるものであり､学生で

あっても責任をとる覚悟があるならば性交渉をしても良いものではない｣など,

性交渉に対する考え方に関する内容の項目が高い負荷量を示していた｡そこで

"学生の性交渉に対する意識''と命名した｡第2因子は､2項目で構成されて

おり, ｢性行為は妊娠や性感染症について､自分で責任のとれる年齢や立場に

なってからすべき｣など,学生が性交渉する時期に関する内容の項目が高い負

荷量を示していた｡そこで "学生の性交渉の時期''と命名した (表 13-2)｡

表13-2性交渉制御感の主成分分析

Ⅰ Ⅱ
妊娠によって一つの生命がはぐくまれるものであり､
学生であっても責任をとる覚悟があるならば性交渉 0.749 0.003
をしてもよいものではない

性交渉は個人の自由ではない 0.730 -0.054
性交渉は避妊さえ気をつけていればよいものではない 0.684 -0.019

性交渉は周りのものがしているからといってしてよい0.654 0.073
ものではない

性行為は妊娠や性感染症について､自分で責任の
とれる年齢や立場になってからすべき

0.031 0.835

性行為は妊娠や病気が学業に与えるその後の影響 -0.0210.821
を考えるとすべきでない

E]手間相関 Ⅰ Ⅱ
Ⅰ 学生の性交渉に対する意識 -0.294

Ⅱ 学生の性交渉の時期

各因子間の相関を確認したところ強い相関は認められなかった (R<相関係数

>-0.171--0.294)｡この結果から､生命尊重を問う7項目の合計値を生命尊重

感とした｡得点が高いほど生命尊重に対する意識は高いとした｡また､性交渉

に対する意識を問う6項目の合計値を性交渉制御感とした｡得点が高いほど性

交渉に対する制御意識は高いとした｡
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t/′
生命尊重感､性交渉制御感､自己肯定意識の因子相関は表 13-3に示す結果と -

なった｡生命尊重感と性交渉制御感の間には有意な正の相関がみられた｡自己 ､

肯定感の因子間の相関をみると､自己受容と自己実現態度 (氏-0.452)､充実感

と自己実現態度 (R=0.493)､充実感と自己表明 ･対人的積極性 (R=0.423)､

自己閉鎖性 ･人間不信と被評価意識 ･対人緊張 (氏-0.473)に中程度の正相関が

あった｡充実感と自己閉鎖性 ･人間不信 (Rニー0.553)に中程度の負の相関がみ

られたが､低いものであった｡

表13-3生命尊王感.性交渉制御感､自己肯定感(帽 子)間相関 n:2066

因子 生命寺重度 性交渉紺 度 自己受容 自己実現態度 充実感 BAaE警 ● r自己表明.対 柑 価意鼓.人的積極性 対人莞弓長

生命ヰ重度 0.093書事 一心.032 0.05' 0.01T O.016 .4107●● 0.008

性交渉制御度 0.056■ 0.10r O.068●● -0.088●● 0.078# J.039

自己受容 0.452叫 0.397●● 1).26一● 0.388●■ -0.204

自己実現態度 0,493♯ J.327一 0.379♯ J.185

充実感 ′ 1).553●■ 0.423一事 -0.339

自己閉鎖性.人間不信 -0.363●● 0.473

♯pく0.01'pく0.05 Poarsonの相関

そこで､生命尊重感と性交渉制御感を従属変数とし自己肯定意識を独立変数

とした重回帰分析 (ステップワイズ法)により､表 13-4に示される結果となっ

た｡生命尊重感は自己現実的態度 (β<標準化係数>-0.086)と自己閉鎖性 ･人

間不信 (β-10.063)に有意な関連が認められた (R御 014)｡一方､ 性

交渉制御感は 自己受容 (βニー0.053)､自己現実的態度 (β-0.102)充実感 (β

-0.058)と自己表明 ･対人的積極性 (β-0.16)に有意な関連が認められた (R

軸 026)｡ ＼

表 13-4 生命尊重感 と性交渉制御感を目的変数､自己肯定感 (6因子)を説明変数 とする重回帰分析 (揺
準偏回帰係数)

Aと2859

生命尊重感 性交渉制御感

自己肯定感 自己受容

自己実現態度

充実感

自己閉鎖 ･人間不信

自己表明 ･対人的積極性

被評価意識 ･対人緊張

0.086★★

-0.063★★

-0.053★

0.102★★

0.058★

･0.016★★

説明率 (R2)L 0.014★'* 0.026★★★

*p <0.05 **p <0.01 ★★★p <0.001
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生命尊重や性交渉意識と性差 ･性体験の検討やは､まず性体験の 1要因分析

玉 性交渉制御感において有意差が認められた (性体験有<性体験無)｡さら
｢ノ

に性差と性体験による2要因分散分析を行った｡生命尊重感を従属変数とする2

要因の分散分析では､性差による主効果が認められた (男性<女性)が交互作

用は認められなかった (表 13-6)｡性交渉制御感を従属変数とする2要因の分

散分析では性差､性体験による主効果が認められた (男性<女性,性体験有<

性体験無)が交互作用は認められなかった (表 13-5)0

表13-5生命尊重感(従属変数)と2要因(性差×性体験)の分散分析

性交渉制御感(従属変数)と2要因(性差×性体験)の分散分析

性意識 性差 性体験
主効果 交互作用 主効果 交互作用

生命尊重感 ''男性<女性F=37.791ー - - -

性交渉制御感 ●男性<女性F=5.858 - 特性体験有<性体験無F=253.933 -
♯pく0.01■pく0.05

表13-6生命尊重感･性交渉制御感と性体験の関係

性意識 性体族 N 平均値 SD

生命尊重感 育 590 ll.8 1.5 F=0.526
無 1671 ll.9 1.6

性雫渉制御惑 育 615 8.3 1.5 特性体鼓有<性体鼓無
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Ⅴ 考察

1 性意識と行動の実態と影響要因

長野県下20高等学校および2短期大学､3大学から得られた有効回収部数27

79人の回答から得られた結果をふまえて､15歳から20歳の思春期にある性意識

の実態と影響要因について考察する｡特に､性意識については､全国で行われ

た (日本性教育協会,2007)調査報告との比較が可能な項目については考察の視

点に加えていきたい｡また､性に対する調査の分析では､性差によるものが基

本であることから､性差の視点で考察を加えること､性体験者の特徴や地域性

(在住人口や地区)や学校の特徴である進学率から分析された結果をふまえ考

察する｡そこでまず､本研究の結果について性差による特徴､性体験者の特徴､

世代 ･地域性や学校による特徴について総括しつつ検討を加えた｡

1)性差による特徴

同性の友人 (学校でよく話をする､一緒に遊びに行く､何でも打ち明けて話

せる)､異性の友人 (グループでつきあう､親友と呼べる､恋人と呼べる)は

有意に女性に多かった｡交友関係は女子が積極的であることが明らかになった｡

しかし､性的な関心は男性に有意に高く､女子は､性に関する不安や悩みを有

意に抱えていた｡性に対する考えにもっとも強く影響したものは､性差に関係

.なく友人､性教育であった｡

性に対する､友人や性教育の影響が､この世代にとって最も大きいことが明

らかとなった｡このことについては､全国に比べほぼ同様の傾向にありながら

も､長野県ゐデータは､全国データに比し､コミック雑誌やポルノ雑誌 ･ビデ

オの影響が極端に低いといえる｡このような雑誌などが手に入りやすいか､入

りにくいかの環境による差と考えられる｡

また､交友関係は男子に比べ女子が活発であり､特に恋人と呼べる相手の保

有がより女子に多いことが､性体験に関係していると考えられ､女子に有意に
性体験者が高かった (女性30%､男性21%)といえる｡性体験に関する詳細は､

2)で取り上げる｡

性に関する知識で､もっとも知りたい事柄は性差に関係なく ｢愛とは何か｣

｢異性の心｣であり､心理的､精神的側面の知識を希望していた｡これについ

ては､全国調査に比し､特異な結果と言える｡技術や具体的な知識よりもまず

基本的な考え方に影響すると考えられる心理的､精神的な考え方について知り

たがっていた｡また､知っておくべき時期としては中学生の時期がもっとも多

く､ついで小学生､高校生の順であり､大学生は少数であった｡このことから

も中学生を対象とした教育の必要性は明白であるといえる｡

性差によるお互いの理解ど尊重心を持つための第一歩として､ニーズの高い

この時期に行うことは有意義と言える｡
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2)性体験者の特徴

初体験年齢は性差に関係なく15歳以下 (男子 38%､女子 39%)､16歳 (男子

33%､女子33%) ､17歳以上 (男子29%､女子28%)の順に体験人数は減る傾

向にあった｡つまり､性体験年齢が早いほど体験者の数が多かった｡また､ 性

体験者は､男子 (21%)に比べ､女子 (30%)に有意に高かった｡ 特に､初体

験年齢が 15歳未満の早期体験者は､統計的に言っても性交渉数が多い傾向にあ

り､性感染症の篠患者が多いことから､性的関心や性体験の早いと考えられる

性教育の希望者には､有意義な性教育を中学生の段階で行うことが重要と考え

られた｡早期性体験者は､性意識が高いにもかかわらず､性行動が活発である

ことから､早期体験者の家庭環境､学校生活､交友関係など様々な問題が関係

していると考えられ､よりきめの細かい研究や分析が必要であると考えられた｡

初体験時の避妊では､性差に関係なく 80%が行っており､避妊の方法はコン

ドームが75%であった｡.もっとも確実な避妊方法は性差に関係なくコンドーム

であると認識していた｡全国比較でも同様の結果であり､●コンドームによる教

育の普及と評価できる｡

初性体験時の避妊をしなかった理由では､男子は避妊具がなかった､面倒だ

った､女子では面倒だった､妊娠しないと思ったが70%を占めていた｡とくに

全国との比較では､初体験年齢が男子0.3から女子0.7ポイント早い傾向にあっ

た｡さらに､世代別性体験者では､15歳､16歳､17歳のすべての世代に於いて全

国データを上回っていた｡中でも17歳の性体験者が20%､16歳の性体験者が11

%上回っていた｡初体鹸時の避妊法でも､男女ともに4%の避妊率の低下が見ら

れていた｡全国データは対象数が本調査の倍以上であり､都市規模ごとに12地点

選定され､地域によるバランスがある程度確保されている｡本調査はこうした

データとの比較に於いてやや性体験の早期化と体験者数の上昇､避妊率の低下

などが明らかとなり､必ずしも安心できるデータとはいえなかった｡

3)一世代 ･地域性や学校の特性による特徴

世代の特徴では､同姓の友人は､世代が高くなるに従い学校でよく話をする

～一緒に遊びに行く～何でも打ち明けることのできる友人が多くなり､異性の

友人では､グループでつきあう～親友と呼べる～恋人と呼べる友人の割合が高

くなる｡世代が高くなるに従い性や性教育-の関心､性の不安や悩み､性感染症

の認識を持つ者の割合が高くなる｡また､世代が高くなるに従い性体験者の割合

が高くなる｡

｢妊娠や病気が学業に与えるその後の影響を考えると性交渉はしない方がよ

い｣に賛成の者の割合は世代が高いほど低くなる｡胎児に対する意識では ｢考

えたことがない｣者の割合が女子では世代が高くなるに従い低くなるのに対し､

男子では女子の倍で横ばいの傾向にある｡世代が上がるに従い､性に対する意

識の低下が認められ､さらに性教育のニーズは高いといえる｡早い段階から継
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続的な性教育を行う重要性がある｡

地区の特徴では､女子の性体験者は中信と南信が 37%と多く､初体験年齢が

15歳以下は北信と東信に50%と多かった｡一方男子では､性体験者は中信と東

信が30%と多く､初体験年齢が 15歳以下は北信に55%と多かった｡

胎児に対する意識では ｢考えたことがない｣者の割合が男女共に東信に高か

った｡ 性感染症の認識では､男子は東信､女子は東信と中信に認識のある者の

割合が多かった｡｢人工妊娠中絶では医学的理由以外は絶対避けるべき｣と考え

る者の割合は男女ともに東信に多かった｡

このことから､座感染症の知識など､性教育の効果の現れとして東信の性意

識が高いと考えられる｡また､南信や中信の女子の性体験者が多いことから､

年上や同世代間の性交渉の活発さが推測され､性教育の必要性がある｡女子に

対する命に対する教育と共に､性行動に対する性差の理解や避妊笹ついての知

識教育は重要である｡

しかし､初体験年齢の低い者が多い北信では､.早い時期に性体験をしている

者に対する教育が急がれる｡性に対する意識が高いにもかかわらず､早い時期

に体験してしまう者の交友関係については､新たに調査を進める必要があるが､

初体験年齢の低い者は性教育を受けていないとの回答から､性教育の記憶がな

いと考えられ､インパクトのあるしっかりとしたメッセージをもった性教育を

行われる必要があるといえる｡

t在住人口の特徴では､3万人未満の町村に在住の女子の初体験年齢が 15歳以

下 (44%)が有意に多く､年齢が上がるに従って体験者の数が減少していた｡し

かし､人口10万人以上の市では､その逆で初体験年齢が 17歳以上 (37%)に有

意に多く､年齢が下がるに従って体験者の数が減少していた｡このことから人

口の少ない村ほど性行動は活発であることが明らかになった｡小さな村などで

は､様々な刺激や情報が少ないために､逆に性に対する関心が集中してしまう

のではないかと考えられた｡

10万人未満 3万人以上の市に在住の女子は避妊さえ気をつけていればよい

(63%)､周りの人がしていると聞いているのでかまわない (29%)と考えてい

る者が有意に多かった｡中規模地域の女子の性意識は低く､性行動に対する価

値観を高められるような働きかけが必要である｡

大学進学率の違いによる特徴では､グループでつきあう､親友と呼べる異性

の友人よりも恋人と呼べる異性の友人が男 (19%)女 (30%)ともに進学率20%

未満の高校に有意に多かった｡男子の性教育-の関心 (80%)､性の不安や悩み

(20%)は進学率50%以上の高校が有意に多かった｡性感染症に対する認識 (男

55%,女59%)および性体験者は男 (23%)女 (36%)ともに進学率20%未満の

高校に有意に多かった｡

これらの結果から進学率の低い高校では､性行動が活発化する傾向があるが､

学習以外の関心事の中で､特に一生懸命やれる何かを兄いだしていくことが大
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l
切と考えられた｡進学率の高い高校では､性に関する関心が高い上､学年進行

と共に性に対する関心を持つ者が増え､不安や悩みを抱えている者が多いこと

から､高校の早い段階で性に対する教育やピア活動による教育を行い､さらに

個別指導による対応が大切といえる｡

2 性意識 (生命尊重の意識､性交渉の意識)と自己肯定意識

生命尊重では､調査項目の一部の項目が先行研究 (平石,1990)と同様の結

果を示し､生命を尊重する傾向にあった｡性交渉に対する意識では､先行研究

である (東京都性教育研究会,2005;日本性教育協会編,2007)に比し性行動

を控える見解を示すものが多かった｡性体験は先行研究 (日本家族計画協会,

2005;東京都性教育研究会,2005)と同じ程度の体験者数であった中で､性意識

には性行動に対し否定的な意識の者が多かった｡筆者は性交渉制御感が高いこ

とがこの世代にある性行動の活発化に歯止めをかけるものと考える｡体験者の

数では､地方と都市の差がなくなってきているといえるが､人口10万人以上の

地方都市在住者が41%含まれている本研究対象では､性に対する意識が保守的

であるといえる｡このことは､都市部 と地方の生活環境の違いによるものかど

どうかは､意識に影響している要因に対するさらなる調査が必要である｡

本研究の対象者の 8割が高校生であったことから､自己肯定意識について平

石 (1990)の世代別データである高校生と比較したところ､下位項目の高低差

は認められるもののほぼ同様の数値を示していた｡

生命尊重の意識と自己実現態度､自己閉鎖性 ･人間不信が関係し､生命尊重

の意識が高いものは自己実現態度が高く､自己閉鏡性 ･人間不信が低かった｡

このことは､自分の夢を叶えようとする､自分の良い面を伸ばそうとする､情

熱を持ちて前向きの姿勢で物事に取り組む姿勢を持ち､人間関係を煩わしいと

考えず人との信頼を築くこと､周囲の人との関わりで壁を作らないことなどが､

生命を尊重する意識つまり､胎児を人として大切に思う心に通じていることが

示唆された｡人間関係を基盤にした前向きの生き方は､命を大切にする心を育

てると推察される｡

性交渉の制御に対する意識は自己実現態度､充実感､自己受容､自己表明 ･

対人的積極性が関係し､性交渉の制御の意識が高いものは､自己実現態度､充

実感が高く､自己受容､自己表明 ･対人的積極性が低かった｡自己を受け入れ

ることができず､対人関係において自己を表現できない､人との関係を保つこ

とに消極的であることが性交渉の制御を高めていた｡このことは､自分に対し

て素直になれない､様々な意見や考え方に触れようとしない､自分の意見を表

現できないことが､性交渉場面で対人関係において消極的となり､結果として

性行動の制御に影響すると考えられた｡逆に､性的能動性の強い友達を有する

人は､そうでない人より性的能動性が強い(Kotchick,Shaffer,Forehand,&Miller,

2001)､男女とも自分の友人が性的に積極的であると知覚するとき､より性的
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に積極的になる傾向があることから (DoBlasio&Ben血,1994)､性的な影響を

仲間集団によって強く影響を受けるという世伐の特徴を考慮に入れなければな

らない｡

平石 (1990,1993)によると､高校生の時期は自己肯定感の意識が低いとさ

れており､高校生を対象とした自己肯定感の意識を高める関わりには工夫を要

すると考えられた｡性教育における家族を含めた周囲の人々とのコミュニケー

ションは､自己意識の発達や不安感に影響していることから(上田,1995)､(中

山&皆川,2002)､(平石,2000)､単に集団を対象とした教室における性教育の

みならず､日々の学校や家庭における生活の中で､バランスのとれた人間関係

を培うこIとが大切であると考える｡ f.

生命尊重に対する意識は男子に比べ女子に高く認められ､性交渉制御に対す

る意識についても女子に高く認められた｡女子は自分の体に生命を宿す性であ

り､命に対する尊厳を男子に比べより身近な事として受けとめることが影響し

ていると考えられるO-Baldwin (1997)は､女性は情緒的な愛着の関係が随伴さ

れないかぎり､性関係は望まな.い傾向があると報告しており､性交渉の制御に

対する意識にこうした性差特有の心理が影響していることも考えられる｡また､

性体験の無いものに､学生の性交渉を制御する意識が高かったことを示した結

果については当然の結果といえる｡

胎児に対する意識では "胎児を人として認める'＼にもかかわらず､人工妊娠

中絶に対しては､望まない妊娠､経済的理由､女性の意思選択権として認める

か認めないか意見がわかれた｡胎児を人として認めながらも様々な事情により

"人士妊娠中絶を認める''という､相反する考えをもつものが半数いた｡今回

の結果を考察するためには､今後 "人として認める''ことの意識の深さや心の

葛藤を明らかにすることなどの課題が残された｡

また､性交渉は "個人の自由"と考え､学生といえども "責任をとる覚悟が

あればよい"､"避妊さえ気をつけていればよい"という考えも60%から70%を

占めていることも事実であり､学生の性交渉に対する考えの多様性が伺えた｡

特に30%のものが "責任をとる覚悟があるなら性交渉をして良い"とする考え

を持ち､責任の結果として出産という選択肢を選んだもの-の､社会的な風潮

や意識の改革､サポー ト体制の確立が重要と考えられる｡幡 (2006)の10代で

人工妊娠中絶した者のうち､産みたかったとする女性は38-42%を占めており､

10代で出産 ･育児をするための社会政策を整えることが課題であるという考え

方にも一致する｡

生命尊重の意識が高いものは学生の性交渉に対する制御の意識が高かった｡

このことは胎児を人として大切にしたいとする気持ちを持つからこそ性交渉に

対して慎重な態度をとると考えられ当然の結果といえる｡
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3 性教育活動-の示唆

長野県では､小 ･中学校において県で作成された手引きに基づいて性教育が

行われている｡具体的な運用については､各校の養護教諭を中心として展開さ

れている｡高校､大学では､各校の養護教諭による相談活動が中心となり､外

部講師による講演会などを企画している｡義務教育における性教育では､一般

的には､性教育を単に性のみに視点を当てるのではなく､広く人として生きて

いく上での､倫理や道徳､性差の問題や発達の視点からも必要な知識や技術が

取り上げられている｡

また､性教育活動として､病院に勤務する助産師や助産所の助産師や看護大

学の嘩性領域の教員､ピアカウンセラーの養成講座を修了した高校生､大学生

などが担当している｡しかし､実際には､非公式に様々な形で､性に関する情

報は氾濫し､それらの情報を得ることができる環境にある｡マスメディアの発

達に伴いその速度は進化し､思春期にある世代を取り巻く様々な社会問題に発

展している｡特にこの時期にある対象の特徴として､仲間同士の情報交換が行

われることが多く､仲間から喪ける影響も大きいとの報告がある (DiBlasio皮

Benda,1994)｡また､性行動は､家族構造(Kotchick,Shaffer,Forehand&Miller,2001)

や親との関係性やコミュニケーションの質 (vmite&Deblassie,1992)との関連も

報告されている｡

性教育活動について検討する上で､様々な角度からのデータと考察の積み重

ねが重要であるが､本項では､本研究結果をふまえ､学校､地域で展開されて

いる､性教育活動に活用するべき事柄について考察を行う｡

性差による特徴から次のようなことが重要と考える｡女子は男子に比べ性に

対する関心は低いものの､性体験者や性体験年齢の早期化傾向が高い｡特に性

体験者の割合は全体の数から見て多くはなく､一部の対象ともいえるが､性体

験によってもたらされる､妊娠や性感染症などの影響から､いのちを宿す性と

して､自分の体は自分で守るという意識を持つこと､正しい性意識と行動がと

れるようないのちの尊厳に対する価値観や知識と技術を伝えることが大切にな

る｡

また､男子は､性的な関心が高く､性的な欲求をどのように発散できるのか､

性行動は､責任をとる覚悟があって行われるものであること､自分にとって重

要な存在である女子の性に対する尊敬と共にその体を大切にすることを伝える｡

次に､地域との関連でみると､都市部と郡部､県内では､在住位置によって

考慮する点として､次のこと考えられる｡性体験者は南信と中信に多く､在住

人口の多い市ほど初体験年齢が高かった､初体験年齢の低い者は､北信と東信i

さらに在住人口の少ない町村に多かった｡性行動は南信と中信が活発であり､

北信と来信の小さな町村では若年世代の体験者が多い｡このことから､小さな

町村では一部の対象に初体験の早いものがいることを鑑み､早い時期の性教育

について対象を限定して行う必要があると考えられる｡一都市部では､初体験年
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齢は比較的遅い傾向にあるため､高校 1年生を対象にした一斉教育が効果的と

いえる｡

一方､学業成績と青少年の性行動における相関関係がある｡つまり､20歳以

前に妊娠する青少年は､20歳以降に妊娠する青少年と比べ学業成績及び知能指

数において劣っている(Kotchick,Shaf托r,Forehand,&Miller,2001)との報告が

あり､本研究結果とも同様の傾向が示された ｡学業に集中できない場合､それ

に代替できる目標や具体的な行動を伴う何かがあれば別であるが､ない場合ど

うしても関心事のひとつに ｢性｣ の問題が挙げられる｡当然のごとく同様の仲

間の影響も考えられる｡そうした対象に対しては､学業に替わる目標や具体的

な行動を伴う何か (たとえば部活動や打ち込める趣味)がもてるよう支援する

と共に､性教育としては､正しい知識を伝達していくことは欠かせない｡

青少年の性行動は独立した現象ではなく､非行と密接な関連のある文脈の中ヽ

から起こり (Frustembergetal,1994)､学校生活に対する満足度は､非行傾向性

に対する重要な予測要因である (Smith皮Aloisi,1999)ことから､学校生活に

対する満足度を高めるための働きかけも重要であろう｡

また､性に関する教育において､生命を大切にする価値観を養 うことが思春

期世代にある対象に対して重要であることが改めて確認された｡性交渉に対す

る制御が生理的に難しく､生命に対する意識の比較的低い男子に対して､より

積極的な性の価値観を養 うための働きかけが性教育のポイントとなろう｡

また､親子間における討論が､青少年の無分別な性行動の軽減に役立ち (Fox,

1980)､父母が子どもと性的問題について十分に対話し､子どもの行動を制限

する規則や手段を有する場合､子どもの無分別な性行動は制限されているとし

ている (Vmite,1992)｡こうしたことから今後は､親と子どものコミュニケーシ

ョンを中心とした性教育プログラムの検証研究を課題としたい｡
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Ⅵ 結論

本研究より明らかになったことを以下にまとめた｡㌔

1 交友関係､性体験､性に対する関心や不安や悩みなど性差による特徴が明

らかになった｡

2 性教育に対するニーズや性教育の体験､避妊の知識など共通性が明らかに

なった｡

3 性体験者は南信と中信に多く､在住人口の多い市ほど初体験年齢が高かっ

た｡初体験年齢の低い者は､北信と東信､さらに在住人口の少ない町村に

多かった｡

4 性行動 (性交渉)は南信と中信が活発であった｡

5 大学の進学率の高い高校ほど性-の関心や不安や悩みを持つ者が多く､性

体験者は進学率の低い高校に多い｡

6 世代が高くなるにつれ､性や性教育-の関心､性に対する悩みや不安が多

かった｡

7 全国データとの比較では､性体験の早期化と体験者数の上昇､避妊率の低

下など､必ずしも安心できる地域ではないことが明らかになった0

8 性感染症の減少の視点から初体験年齢の早い対象に対する性教育活動が大

切と考えられる｡しかし､性に対する意識が高いにも関わらず性行動が早

い時期に始められていることから､早期体験者の再分析を行い､その対応

について検討する必要がある｡

9 思春期にある世代の自己肯定意識の発達に着目し､中学生､大学生の時期

に比べ低い時期にある高校生には､自己実現的態度や､充実感を高める教

育が重要となる｡特に大学進学率の低い高校において自己実現的態度や､

充実感を高める教育が課題となる｡

10 男子は女子に比べ性交渉制御感や生命尊重感が低いことから､男子に対す

る命-の価値観を高める教育が必要と考える｡
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Ⅶ おわりに

本研究を進めるにあたり､調査の協力依頼に精力的に奔走いただいた､長野県

渡辺庸子衛生部長､保健所経由での調査依頼にお力添えいただいた長野県衛生

一部健康づくり支援課松本清美主査保健師はじめ各保健所保健師の皆様に感謝申

し上げます｡ ､

また､調査を快くお引き受けいただき､調査用紙の配布と回収の労をとってい

ただきました高等学校の学校長および養護教諭の皆様に心より感謝いたしま

す｡

最後に､今回の調査によって明らかにされた､長野県下の 10代の性の意識と

行動の実態からまとめられたことを今後の性意識の向上や性行動の防止などわ

活動に役立てていくことを祈願する｡
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資料 1

表 アンケート依頼先一覧

学校分類 学校寺号 乾布部数 有効回収部数 有効回収率(%)

高校 A 242 135 55.8

a 170 20 ll.8
.C 100 83 83
D 104 91 87.5
E 203 171 84.2
F 290 273 94.1
G 103 23 22.3
H 160 129 80.6
I 157 p 150 95.5
J 240 97 40.4

-K 26 24 .92.3
L 120 _106 88.3
M 87 50 57.5
N 150 128 85.3-
0 283 269. 95.1
P 149 138 92.6
Q 285 279 97.9
R 58 48 82.8
S 113 88 ･77.9

短大.大学 T 80 59 73.8
U 239 127 53.1
∨ 60 57 95.0
W 150 68 45.3
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資料2-1

18看大第75号

長野県保健厚生チーム リーダー 様

平成 18年8月4日

長野県看護大学長

10代の性に関する意識調査について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます;

本学母性看護学講座では10代の性に関する課題や活動に取り組んでおりまして､この度生徒

に対する質問耕調査を計画しております;

平成 13年度から進められている革が国の母子保鰍こ関する国民運動計画である ｢健やか親子

21｣では､思春期保陸対策の強化と健廉教育の推進を盛り込み､具体目標として 10代の人工

妊娠中絶と､性感染症の減少が課題となっております;

長野県におきましても ｢健やか親子21｣の中間評価の年を昨年迎え､中長期的な思春期の性

に対する施策の評価と課題を明確にすることが求められております;5年後の最終評跡こ向けた

指針が必要になっておりますこ北信地域や中信地域を中心としたピアカウンセラーの養成と､そ

.の後のカウンセラーの活動が定着しつつある中で､長野県下における10代の性に関する意識の

実態を明らかにしつつ今後の活動について検討する必要があると考えますゝそこで､県下 3tX氾

名の中学生､高校生､大学生を対象とした畔に関する調査を行たいと思います;

本調査は匿名でお答えいただき､お答えいただいた事につきましては､個人が特定されない

ように処理いたしますし､本研究の他に用いることはありません,今回の調査結果は長野県の施

策を進める上で多くの示酸を得ることができるものと考え享す｣

調査用紙は､中学校長会､高等学校校長会を通しまして依頼をし､大学におきましては直接研

究者から学校長に依頼を行います;調査期間は平成li年度9月ころを予定しておりますので､

調査の実施につきましてはご衆知置きくださいますようお軌 申ヽし上げますゝ なお､本調査は､

平成18年度の長野県看護大学特別研究費によって行われるもので､本研究計画書は長野県看護

大学倫理委員会の承認 (審査番号#14)を得ておりますi

<研究代表者>長野県看護大学 看護学部

母性看護学講座教授 清水 嘉子

〒39914117長野県駒ヶ根市赤穂〇番地

%&Fax 0265-0-････

朗mil･-◎卿 mm.aC.jp
<共同研究者> 松原美和 藤岡捻子 松浦志保 赤羽洋子 宮浮美知留

<研究協力者>

伊那保健所所長 渡辺庸子 /長野県衛生部健東づくりチーム 保健師 松本清美
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資料2-2

長野県高等学校長会会長 様

18看大第75号

平成18年8月4日

長野県看護大学長

10代の性に関する意識調査-のご協力のお願い

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げますゝ

本学母性看護学講座では､10代の性に関する課題や活動に取り組んでおりまして､この度､

以下の趣旨で中学生､高校生､大学生への質問紙調査を計画しております;つきましては､中学

坐-の調査にあたりまして､格段のご配慮を賜りたく存じます;

平成13年度から進められている我が国の母子尉掛こ関する国民適勤計画である ｢健やか親子

21｣では､思春期保健対策の強化と健康教育の推進が盛り込まれ､具体目標として10代の人

=妊娠中絶と､性感鞄症の減少が課宵となっています;

平成13年度の10代で人工妊娠中絶を受けた626人を対象にした調査結果から､産みたか

ったとする女性は3842%を占めており､10代でも出産育児をするための社会政策を整えること

も課題であるとさています;さらに10代の人工妊娠中絶は特に16歳以降急激l胡抄口しているこ

とから､早い段階から棚 ミ叫ばれています;

こうした現況にあって､長野県下の 喉的'か親子21｣の中間評蛎の年を昨牢迎え､中長期的

な思春期の性に対する施策の評価と課題を明確にすることが求められておりまして､5年後の最

糸評価に向けた指針が必要になっております;また北倍地味や中信地味を中心としたピアカウン

セラーの養成と､その後のカウンセラーの活動が定着しつつある中で､長野県下における10代

の性に関する意識の実態を明らかにしつつ今後の活動について検討する必要があると考えますも

今回の調査結果につきましては､まとめました後に書面にて報告をさせていただきます;

本調査は､平成18年度の長野県看護棉 切 り研究費によって行われるもので､本研究計画書

比良野県看護大学倫理委員会の承羅 (審査番号#14)を得ております;具休的な調査の内容は

男噺 に示しておりますので､本研究の意義をご憩軌 たヽだき､調査にご臨力いただけますことを

お願い申し上げます;

*研究に対する問い合わせ先

長野県看護大学 者辞学部

母性看護学講座教授 清水 嘉子

〒3994117長野県駒ヶ根市赤穂〇番地

Th&Fax 0265-C>-･eTmail････@喝評】(H肌帽瓜.jp

*研究協力者 長野県伊那保健所所長 渡辺庸子

長野県衛生部健東づくりチーム 保餓師松本清美
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資料2-3

保護者の皆様

生徒を対象にした｢10代の性に関 する意識調査｣の協力のお願い

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます;

長野県看護大学母性看護学講座では10代の性に関する課題や活動に取り組んでおりまして､

この度､生徒に対する質問紙調査を計画しております;

平成13年度から進められている我が国の母子保健に関する国民運動計画である｢健やか 親子

21｣で は､思春期保健対蒙の強化と健康教育の推進を盛り込み､具体目標として10代の人工

妊娠中絶と､性感染症の減少が課題となっております;

長野県におきましても｢健やか艶子21｣の中間評価の年を昨年迎え､中長期的な思春期の性

に対する施策の評価と課題を明確にすることが求められております｣5年後の最終評価に向けた

指針が必要になっております;北信淵城や中信地域を中心としたピアカウンセラーの養成と､そ

の後のカウンセラーの活動が定着しつつある中で､長 野県下における10代の性に関する意識の

実態を明らかにしつつ今後の活動について検討する必要があると考えますも

そこで､是非とも県下で学ぶ生徒の皆様の性に関する考えや感想を聞かせいただきたいと思い

ます｣調査i欲 して生徒さんに強要するものではございませんので､調査の主旨をご理解頂き調I

査-の協力をお願い申し上げますここの調査に関するご質問などございましたら､下記まで何な

りとお問い合わせ下さvlo本調査は匿名でお答えいただき､お答えいただいた事につきましては､

個人が特定されないように処理いたしますし､本研究の他に用いることはありませんi今回の調

査結果は長野県の施策を進める上で多くの示唆を得ることができるものと考えますムご理解とご

協力のほど湖 痕､申し上げます;調査用納 ま､学校を通しまして生徒の皆様に酉古布させていただ

きます;

なお､本調査は､平成18年度の長野県酬 朝 り研究費によって行われるもので､本研究

計画書は長野県看護大学倫理委員会の承認(審査 番号#14)を得ております｣

調査に関する問い合わせ先

<研究代表者>

長野県看護大学 看護学部

母性看護学講座教授 清水 嘉子

〒399L4117長野県駒ヶ根市赤穂〇番地

FaxO265-○-･･･e血 1････@mgmO-Ⅰ11m.aC.jp

<共同研究者>

松原美和 藤原聡子 松浦志保 赤羽洋子 宮洋美知留

<研究協力者>

伊那保健所所長 渡誹昏子/ 長野県衛生部健康づくりチーム 保障師 松本晴美
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資料3

高校､短大､大学生の皆様

10代の性についての意識や行動に関する調査の協力のお願い

皆様､日々 お元気に学業に取り組まれていることと存じますこ

本学母性看護学講座では 10代の性に関する課頓や活動に取り組んでおりまして､この度皆

様に対する性についての意識や行動に関する調査を計画しております;

つきましては是非とも皆様の性に対するお考えや感想をお聞かせいただきたいと思いますム

そこで､皆様に本調査に対するご哩解を頂き､調査-の協力をお願い申し上げますム尚､こ

の調査は決して皆様に強要するものではございません｡答えたくない設問については､お答え

頂かなくても結構でTo ､/

本調査にご協力いただけます方は､調査用紙 こ回答され､調査用続を封筒に入れ密封して､

担任または指定のところに定められた期日までに堤出してください.学校ごとにまとめて由収

したいと考えております;お答えいただくのに20分ほどかかります;

各質問に対しては､日頃考え感じているそのままのお気持ちでお答えいただければと存じま

すここの調査に関するご質問などございましたら､下記まで何なりとお問い合わせ下さV㌔本

調査は匿名によりお答えいただき､お答えいただいた事につきましては､個人が特定されない

ように処理いたしますし､本研究の他に用いることはありませんbまた､研究終了時には情報

が漏れないように注意u煩軌＼たしますム

なお､本調査は､平成18年度の長野県看護大学特芳r脚F究費によって行われるもので､本節

究計画書は長野県看護大学倫理委員会の承認 (審査番号#14)を得ておりますム

調査に関する問い合わせ先

<研究代表者>

長野県看護大学 看護学部

母性看護学講座数投 清水 嘉子

〒39914117長野県絢ヶ根市赤穂1694番地

'血&Fax 0265-81-5181

e-mail simizuyhagano-nurS.ac.jp

<共同研究者>

松原美和 藤原聡子 松浦志保 赤羽洋子 宮韓美知留

<研究協力者>

伊那保健所長 渡辺庸子/長野県衛生部健康づくりチーム 松本清美
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Qlあなたの年齢は __歳 性別は 1.男 2.女

Q2 あなたが在学している学校は 1.高等学校 2.短期大学 3.大学

Q3 あなたが在学している学年は 1.1年 2.2年 3.3年 4.4年

Q4 あなたが現在住んでいる市町村は(人口がわからない方は4に住んでいる市町村名をお書き下さい｡)

1.人口10万人以上の市 2.人口10万人以下の市 3.人口3万人以下の町村 4.(

◎あなたの現在住んでいる地区は

ア.北信地区(長野市と周辺) ィ.中信地区(筑摩安貞野木曽)

ウ.束信地区(佐久小県) エ.南信地区(諏訪伊那)

Q5 あなたのお父さんの破業は 1.勤め人 2.自営業 3.農林業 4.その他 5.父はいない

Q6 あなたのお母さんの職業は 1.勤め人 2.自営業 3.農林業 4.専業主婦 5.母はいない

Q7 あなたに兄弟姉妹はいますか｡ 1.兄 2.弟 3.姉 -4 妹 5.いない

Q8 あなたには次のような同性の友人がいますか｡

1.学校でよく話しをする 2.-緒に遊びに行く 3.何でも打ち明けて話せる

Q9 あなたには次のような異性の友人がいますか｡
1
1.グループでつきあう 2.親友と呼べる

QIOあなたは性的なことに関心がありますか｡

1.ある 2.ない

3.恋人と呼べる

3.どちららともいえない

Qllあなたの性にかかわる考え方や行動に､これまでどんなものが影響を与えたと思いますか?

影響した 影専しな い どち らともいえない

1.親･･･---------･･･

2.兄弟姉妹･･･-･･･････････--･

3.友人･-･･････-･-･--･･･-

4.先輩･･････････････････････････････

5.%#････････:･････････････････････

6.新聞や雑紙の記事----

7.漫画コミックス- - ･---

8.その他の本･- ･･･-･･---

9.性教育(学校で行われた)-

10.テレビラジオ

ll.ビデオ ･･･--

12.インターネット

13.その他く

◎もっとも強く影響したものは1-13のうちどれですか｡ (
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Q12あなたは学生が性交渉をすることについてどう思いますか｡

1.性行為は妊娠や性感染症について､自分で責任のとれる年齢や立場に

なってからすべきだ ア.賛成 ィ.反対

2.妊娠や病気が学業に与えるその後の影響を考えると､しないほうがよい･-- ア.賛成 ィ.反対

3｣妊娠によって一つの命がはぐくまれるのであり.学生であっても

責任をとる覚悟があるならばよい

4.個人の自由である

5.避妊さえ気をつければしてもよい

ア.賛成 ィ.反対

ア.賛成 ィ.反対

ア.賛成 ィ.反対

6.周りの人がしていると聞いているのでしてもかまわない - - ･-････-････-･･･ ア.賛成 ィ.反対

7.その他

Q13あなた自身は性交渉の体験はありますか｡

1.ある 2.ない

◎ ｢ある｣/と答えられた方のみお答えください｡体験は何歳の時ですか｡

__二_ __ 歳

◎初めての性交渉の時の避妊について教えてください｡

1.避妊をした ア.した ィ.しない り.わからない(忘れた)

◎ ｢避妊をした｣方のみお答えください｡

2.避妊の方法は ア.男性用コンドーム ィ.塵外射精

ク.その他〈･

◎ ｢避妊をしなかった｣方のみお答えください｡(複数回答可)

3.なぜ避妊をしなかったのですか ア.避妊について知らなかった ィ.妊娠しないと思った

ク.面倒だった ･工.避妊をしようといったが断られた

オ.避妊について言い出せなかった カ.避妊具がなかった

キ.その他く

- 次のページにお進み下さい -
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Q14あなたは､性に関する事柄について知りたいですか｡

1.知りたい 2.知りたくない

◎｢知りたい｣と答えた方のみお答えください｡

あなたは一般的に何歳くらいの時に知るべきだと思います か｡1から16のそれぞれについてお答えくだ

さい｡ くOはそれぞれ1つずつ〉

小学生 中学生 高校生 大学生 臥によって異なる知硝 安はない

1.敗の身体の仕軌娼いや二次任那:ついて )･･･ 1 2 3 4 5 6

2.異性の心 --･---･-･-

3.男女のつきあい･-･･-- -

4.1マスターベーション･-･････

5.性行為(セックス)･-･-･- -

6.避妊の方法 ･---･-･- ･･･

7.妊娠や出産(生命誕生)-- -

8.位感染症(エイズをのぞく) -

9.エイズ --･･-･--･･-- .･

10.男女の平等､差別について -

11.胎児の成長と能力･--･･-

12.人工妊娠中絶について- -

13.性的被戴レイ:坤性暴力)の対処法 ･･･

14.愛とは何か --･･--･- -

15.位は人生にどういう意味を持つか -

16.その他く 〉

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 ･6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

4 5 6

あなたが現在性について知りたいことは何で すか? 1-16のなかから1つお答え下さい｡ ( )◎｢知 りたくない｣と答えた方は､その理由につ いてお 答えください｡

(

Q15あなたは今までに性に関する教育を受けたことがありますか｡

1.ある 2.ない

㊨ ｢ある｣と答えた方のみお答えください｡

それはあなたにとって役に立ちましたか｡

1.非常に役に立つと感じた 2.役に立つと感じた

3.役にたたないと感じた 4.どちらともいえない

それはどこで誰から受けましたか｡(いくつ○をしてもかまいません)

1.学校(ア.大人 ィ.同世代) 2.家庭(ア.父 ィ.母 )

3.その他く

特に1.｢学校｣での性に関する教育で教わったことはどのようなことですか｡(複数回答可)

1.体や性に関する知識 2.避妊の具体的な方法 3.人体尊重や命に対する考え方

4.その他く
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Q16あなたは胎児についてどのように考えますか｡

1.考えたことがない

2.胎児といえども1人1人がかけがえのない存在であり､･

命を大切に考えたい

ア.ある ィ.ない

ア.はい ィ.いいえ

3.法律で中絶が認められている範囲においては人として考えなくて良い･-･･ ア.はい ィ.いいえ

4.おなかの中にいる胎児はまだ人として考えなくていい ････････-･･････････ ア.はい` ィ.いいえ

5･その他(

Q17あなたは人工妊娠中絶についてどう思いますか｡

1.医学的理由(妊娠を続けると母体の生命が危険)以外は絶対避けるべき- ア.賛成 ィ.反対

2.望まない妊娠ならばしても仕方ない

3.経済的理由ならばしても仕方ない

4.女性の意思選択権として行われても仕方ない

5.どう考えたらよいかわからない

6･その他(

ア.賛成 ィ.反対

ア.賛成 ィ.反対

ア.賛成 ィ.反対

ア.はい ィ.いいえ

)

Q18あなたは思春期ピアカウンセラー養成講座を受けたことがありますか｡

※ピアカウンセラー養成講座とは-性に対する正しい知識を学び.自分たちの性に対する自己決定力を高め.仲同意鼓を持って行う

相談活動ができる人を育てること｡長野県などが各地で主催している4時間のコース.

1. ある 2.ない

㊨ rある｣と答えた方のみ答えてください｡講座は有意義でしたか｡

1.有意義だった 2.意義はなかった 3.どちらともいえない

◎ ｢ない｣と答えた方のみ答えてください｡講座を受けてみたいと患いますか｡

1.受けてみたい 2.受けたくない 3.どちらともいえない

Q19あなたは現在､性に関して不安や悩みはありますか｡

1.ある L2.ない

◎ ｢ある｣と答えた方のみお答えください｡どのようなことですか?

(

- 最後のぺ-ジにお進み下さい -
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Q2041個の質問項目があります｡それぞれの文章をよく読んで,それが現在の自分にとうてどのくらいあて

はまるかを考え､もっとも適していると思われるところに○印をつけてください｡

あ湖恥 と脚と帖曲では王ら帥細と帥姐1どちら批いえ伽てはまる
1.自分なりの個性を大切にしている｡-･----･･ 1

2.私には私なりの人生があってもいいと思う｡･･･- 1

3.自分の良いところも悪いところもありのままに受け止めることができる.- 1

4.自分の個性を素直に受け入れている｡ ････････････････ 1

5.自分b夢を叶えようと意欲に燃えている｡ - ･-･････ 1

6.情熱を持って何かに取り組んでいる｡ - ･-･････- 1

7.前向きの姿勢で物事に取り組んでいる｡ ･･-･-- 1

8.自分の良い面を一生懸命伸ばそうとしている｡･･･1

9.頚り合いがあり､やる気がでている｡ ･･･････････････ 1

10.本当に自分のやりたいことがなんなのかわからない｡- 1

ll.自分には目標というものがない｡- - ---･-- 1

12.･生活がすごく楽しいと感じる｡･- ･･----∴- 1

13.わだかまりがなく.すかっとしている｡･- - ･･- 1

14.充実感を感じる｡

15.精神的に楽な気分である｡-･-･･--･-･-････- 1

16.自分の好きなことがやれていると思える｡ ･- -･･ 1

17.自分はのびのびと生きていると感じる｡ ･･･-･･-･ 1

18.満足感がもてない｡

19.こころから楽しいと思える日がない｡･･･--･-･･ 1

20.他人との問に壁をつくっている｡ ･- ･･-･･-････- 1

21.人間関係をわずらわしいと感じる｡ - ････--･･- 1

22.自分は他人に対してこころを田ざしているような気がする｡- 1

23.自分はひとりばっちだと感じる｡-･･･- -･･････- 1

24.私は人を信用していない｡ ･･････f･?････/･･････-･････････ 1

25.友達と一緒にいてもどこかさびしく悲しい｡ ･･･- 1

26.友人と話していても全然通じないので絶望している｡- 1

27.他人に対して好意的になれない｡･- ･･-･-･･･-･･ 1

28.相手に気を配りながらも自分の言いたいことを言うことができる｡･･･1

29.自分の納得のいくまで相手と話し合うようにしている｡･･･1

30.疑問だと感じられたらそれらを堂々と言える｡- 1

31.友達と真剣に話し合う｡･･∴..-･-･- ･...- .-･- 1

32.人前でもこだわりなく自由に感じたままを言うことができる｡- 1

33.人前でもありのままの自分を出せる｡･･･--･･･- 1

34.自主的に友人に話しかけていく｡--････--･･- 1

35.人から何か言われないか､変な目でみられないかと気にしている｡- 1

36.人に対して自分のイメージを悪くしないかと恐れている｡･･･1

37.自分が他人の日にどう映るかを意藷すると身動きできなくなる｡･･･1

38.他人に自分の良いイメージだけを印象づけようとしている｡- 1

39.無理して人にあわせようとしてきゅうくつな思いをしている｡-･1

40.自分は他人よりおとっているかすぐれているかを気にしている.- 1

41.人に気をつかいすぎて疲れる｡･･-･･-･･･--･-･1
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Q21性感染症はあなたにとって身近な病気と考えますか｡

1.はい 2.いいえ

Q22性感染症についてあなたが知っていることについてお答えください｡

1.遺伝する病気ではない｡ ･･･--･･-･-･･･---- ア.はい ィ.いいえ ク.

2.ウイルスが原因で感染する病気である｡ - --- ア.はい ィ.いいえ ク.

3.コンドームは感染予防に効果がある｡- - --- ア.はい ィ.いいえ ク.

4.日本では患者数が増加している｡ ･･････････････････- ア.はい ィ.いいえ ク.

5.健康そうに見えていても感染していることがある｡- ア.はい ィ.いいえ ク.

6.主に性行為によって感染する｡-･･-･-･-･･-- ア.一はい ィ.いいえ ク.

7.位感染症にはエイズも含まれている｡････- ･･-･･･ ア.はい ィ.いいえ ク.

8.位感染症は自分だけが治療すればよい｡･- ･･･-･･ ア.はい ィ.いいえ ク.

9.早期に感染を知ることでエイズの発症が防げる- ア.はい. ィ.いいえ ク.

10.位感染症のことはよくわからない｡---･- -･･ ア.はい ィ.いいえ

Q23次の避妊の方法のうち､あなたが知っているのはどれですか｡

1.コンドーム

2.ピJM経口避妊薬)

3.フイルム状避妊薬

わからない

わからない

わからない

わからない

わからない

わからない

わからない

わからない

わからない

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

4 月経からの日数を数える-･･･----･--･- ･- ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

5.基礎体温をはかる ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

6.塵外射精法(精液を外に出すこと)･- --- -･･- ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

7.女性用コンドーム

8.ペッサリー

9.緊急避妊法

10.IUD(避妊リンg)

ア.はい ィ.いいえ ク.わからないI

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

ア.はい ィ.いいえ ク.わからない

11.避妊の方法については､よくわからない-･-･･- ア.はい ィ.･いいえ

◎Q23の1-10の中でもっとも確実な避妊の方法と思われるものは何番ですか｡ ( )香

Q24最後に何でもかまいません｡お気づきのことがありましたら自由にお書きください｡

- 調査に協力いただきまして大変ありがとうございました -
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資料4

長野県における10代の性に関する意識と行動

清水嘉子 藤掃除子 松原美和 宮洋美知留 福汚照代 林陽子

塩滞綾乃 赤羽洋子 松浦志保 内田雅代 研究臨力者 渡辺庸子 松本清美

Ⅰ はじめに:我が国の10代の人工妊娠中絶は16歳以降急激に増加していることから､早い肋 ､らの性教育の必要

性が叫潜Tでいる｡こうした環流にあって､長野県下の r健やか親子21｣の中間評価を迎え中長期的な思春期の性に対

する施策の評価と課啓を明確にすることが求められ､次年度の最終評価に向けた指針が必要になっている｡しかし､長

野県在住者を対象とした 10代の性に関する意識と行動の実態は過去2回の調査が行われているのみで､十分に明らかに

されているとは言えなしヽ そこで､その実鮭を解明することを課宵とした基曲的研究とレ⊂本研究に取り組ん浩

Ⅱ 研究目的 :1.10代の性に関する蔵敷や行動を性差や世fも 地域､在臥 口､大柳 IJに明らかにする｡

2.生命掛 性交渉制御と自己肯忽軌 との関連について明らかにする｡

Ⅲ 研究方法 :

1.研究対象 :長野県下より抽出された10代の男女3119人 (高校21校<2年生>､大学･短大5校<1年生>)

2.醜 態 :研究代表者また臥 研究臨力者が直接学校長に調査の主旨を説明し依頼した｡調査の了解を得た後､留

め置き法 (学校乾布､後日回収)による詞査を行った｡

3.調査期間 :平成18年9月～平成19年1月

4.訴査内容:畑 査をふまえ.性に関する意識や行動を問う質問紙罷査表を作成した (QJ-24)｡主たる質問項目

は､対象者の属性､性に対する考え方や行動に影響する要因､性に対する意鼓 僻変捗､胎児､中絶に対する考え､性

七関する㈱ 時期､性感獅 由こ対する瓢 ビアカウンセラ働 性教育の趣致､性体験の有無

や脚 妊なH)､平石 (1990)による自己肯彪鄭己度 (41項目､5脚 を用い青年期特有の心性であ

る自己評価や適応感を明らかにした｡

51分析方法:SPSS統計ソフトvF14を用いて統計学的な処理 (I2検息 分鰍 相関分取 因子分取 丑司帰分相

を行い､性差､世代差 (16歳,17歳 18歳以_8 ､地域差 (JEfi,中尾 酪 鯛 ､大柳 rJ(大学進学50%

121Lt,大学進学49i20%以上大学進学19%鯛 意敵や行動､さらに性意秩 (生命尊重に対する意識 【生命尊重惑

(7項目)】や学生の性交渉に対する意鼓 【性交糊 感 (6項目)･】)と自己肯泡盛による分析を行った｡自

由記述については内容を検討し分類した｡

6.倫理胸蛇 :平成17年度長野県看護大学倫理委員会の承認 俸査番号#14)を得た｡

Ⅳ 耗果:諏査用紋の回収率 :2859人の回収 恒収率749%)､有効油 ま2779人であった 絹効回収率72B%)｡

対象者の脚 も 年齢は17.1±12歳､性別では男性1276.q459yo)､女性1503人(52Jm/o)であった｡

本研究の続栗では､性差では､二射出ま性体執着､性に附する悩み､生鮮軽重感拝性交渉帥物 囁 く､男性I雅た的な

関心が高かった｡性差にかかわらず "友ノごや 憾 ㌢ による影響を受けており､性教育のテーマでは "愛とf納 タ

に対するニーズが高く､ "中学生の時肝 に知りたいとする者が多かった｡

また､位牌 者は南信と中信に多く､在臥 口規模が放たするに従し㈱ ミ高くなっていた｡｢方､初体敦牢

齢の低い者は､北信と東経.さらに在臥 Jj康除く叫､さい叩帥こ高かった｡大学進学率では進学率の高い高技ほど性-

の閑JE溝不安･悩みを持つ者が多く､剛 ､高校ほ㈱ ミ多かった｡世代旨口も 15歳に達する以前に初

体敦をしている者がもっとも多く､世代が高くなるにi敵機 臥 位轍 ･の阻む.悩みや不安が高くなって

いた｡自己肯定感との蘭係では自己実肋 称 1着はE.生命常州 知和軌､ととが明らかになった｡
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資料 5

長野県における10代の性に

関する意識と行動

粛水嘉子 (研究代書寺)

慮原幕子 松原美和 富滞美知音 橿雷照代 林障子
塩簿繊乃 赤羽洋子 挽濡蕃保 内EE雅代

研究協力者 渡辺庸子 世事清美

長野県看護大学平成18119年度特別研究
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Ⅲ 研究方法

1 研究対象:

長野県に在住する10代の男女3.819人(高
校21校<2年生>､大学･短大5校<1年生>)

北 信 7高等学校

中 信 6高等学校､1短大

来 信 3高等学校､1大学

南 信 4高等学校､1大学､1短大

Ⅰ はじめに

15歳以降の中絶率.性感染症の増加から､早い段階での性教

育が絹 且
r健やか親子21｣の最終評価に向けた指針が必要

且
長野県に在住する10代の性に関する意汝や行動の実態につい

て十分に明らかにされているとは言えない

(大町の3高校 639人 平成15年調査､佐久市の全中学校
5059人 平成16年調査

性に鞘する実態解明のための基礎的研究として取り組む

Ⅱ 研究目的

1 長野県在住者の10代の性に関する意識に
ついて性差による世代､地域､大学進学率

fo)賂 曹 誉年齢､在住人口による特徴

2題蛋猪駅幣苧尉狸摺己肯定
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2 調査方法:学校長に調査の了解を得た後､
留め置き法(学校配布､後日回収)による質
問紙調査を実施

研究者より高等学校校長会会長に研究の主旨を鋭明し調
査を実施することの了解を得た

<中学校での調査は学校長会に出向き説明し協力の依頼
をしたが､受け入れられず調査を断念>

大学･短大では､教務科長､副学長､健康管理セン
ター長､養護教諭に調査依頼を行い調査を進めた

調査項目

異性(年軌 嘩坪特性､由親の鞄
互象､同性･異性の友人｢ ~

蔓菜 笠 当 監 視 盲筈蔓卿 帆 ビアカ

3琴 節 撃 撃 蔓避 篭韻 誤 読
生命尊重感尺度(6項目､3田子)

性交渉制御惑尺度(6項目､2因子)作成 主成分分析

4 性体額の有無.初体鼓時の避妊や避妊の理由など

5 自己肯定意隷尺度 平石 1990(41項目5段階評定)
対自己領勾b田子<自己受容4項目.自己実現的想よ7項目.充実感8項EI>

対地着領勾b田子<自己閉中性･人間不信8項目.自己表明･対人的斗凄性7項
目.敏評価書斗･対人無法7項E]>

5 調査期間:

平成18年8月～平成19年1月(6ケ月間)

6 倫理的配慮:

平成17年度長野県看護大学倫理委員会の承
認(審査番号#14)を得ている｡

保護者への協力依頼

質問紙の回答に対する秘密保持
1)保護者および対象者には調査の主旨説明の文書を配布し協力
を依月(調査用鼓の回収をもって調査の協力の同意が得られたも
のと判断)

2)調査用枕の配布および回収は各学校の対応に任せた

3)調査用杜に記入後は用鼓を封軌 こ入れ密封し回収.学校ごと
に着払い任で大学へ返送

3調査の内容:
r第2回男女の生活と意識に関する調査報告書｣2005年

r東京都幼･IJt･中･高･心陣学級･養護学校の性意隷･性行
動に関する調査｣2005年

r第6回青少年の性行動全国調査報告J

NHK日本人の性行動･性意識 2002年

且
支間項目は.性教育に対する崖Gと題虜のGLJ.

助 力ぢ教育上支障のない内容にとどめたくQll24)

性交渉の体験の有無 A体鼓の年齢 初体験時の丑
妊について(有無､方法､理由)

4 データ分析 :spss統計ソフトve'14を用いた｡
自由記述については内容を検討し分類した｡
分析項目の欠損値は削除した｡

x2検定

性別･-･(男､女)日日日.さらに性別による性体験､世代
別､地区､大学進学率

分散分析

在住人口･-･(10万人以上､10万人未満3万以上､3万人未満)

初体験年齢･-･(15歳以下､16歳､17歳以上)

相関分析､分散分析､因子分析.重回帰分析
生命尊重感 ､性交渉制御感と自己肯定意識

Ⅳ 結果･考察
調査用紙の回収率

1

全問無回答を除く有効回答は2,779人(有効回収率72.8%)

対象者の背景
年齢 17.は 1.2歳
世代 16鼓27.5% 17鼠49.6./.18jL以上24.9'/.

性別 男性 46.2'/' 女性 54.4'/'

地区 光信39.2'/.中信32.6'/.南信233'/.責任5.0./.

人口 人口10万人以上の市 44,5%

人口10万人未済3万人以上の市 293'/.

人E)3万人未済の町村 26.0./.

大学進学串

50%以上 36.7./.

50%未済-20%以上 22.6'/.

20%未済 40.8･̂l
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図 性交渉制御感(従属変数).自己肯定惑(6因子)を独
立変数にした重回帰分析(ステップワイズ法)

Ⅴ 結論

1 男子は性的関心が高く.交友関係が少ない｡性交渉制
御感や生命尊重感が低い｡性の知識に加えて性の価値
観､態度を養う教育が必要

女子は性に対する不安や悩みが高く､交友尉係が多い｡
性交渉制御感や生命尊重感が高いが性体験者が多い｡
性の知識と性交時のネゴシエーション教育が必要

2 位体貧者は中信.南信(女)･東信(男)に多い｡北信に15
歳以下の性体鼓者が多い｡

人工妊娠中絶や性交渉に対する認識は某倍が高い｡

小規模町村は性行動が早期化している｡逆に人口の多い
地域では性行動が遅い｡在住地区状況に対応した教育

空箆舘 舘 鮮 詔 矧 班 讐 訴 投 薬

4 世代が高くなるにつれ､性や性教育への関心､性任対す
る悩みや不安が高い0 .0

詣 罵言溝 筋 節 配 と讐 諾 謂 ･Fp'細

進堅牢の低し塙 牧では､性感染症の詮Hは高いが･性
体貧者が多い｡自己実現的態度や､充実感を高める教育が
重要-_.教育方法については､介入研究として発展

進学率晩 高塩では､性の関心が高く不安や悩みが多
い｡個別相談体制の充実 教材ビIT-オの活用 ビア活動
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資料6

Sexualawarenessamongsexually甲periencedJap坤 seadolもscents:exarhinatio'nbygender,age
atBlrStSexualintercourse,anddemographicareaofresidence

TherateofinducedabortionhasbeenrapidlyincreaslnginJapanamongadolescentsages16and
above,suggestinganeedforearlysexeducation.Thisstudyaimedtoelucidatelevelsofsexual
awarenessamongsexuallyexperiencedJapaneseadolescentsbetweenageslOand19.Between
September2006andJanuary2007,aquestionnairesurveywasdistributedto3,819maleand
tTemaleadolesccntsinthisagegroup,andsubsequentlycollected.Ofthe2,859retumed
responses,statisticalanalyseswereperformedwith2,779validresponses(validre甲OnSerate

72･8%)basedongender,ageatfirstsexualintercourse･anddemogPphicareaofresiden9e･
Resultsindicatedthat1,973respondents(74.3%)weresexuallyinexpenenced,while683(25.7%)
weresexuallyexperienced,ofwhich38.2%weremaleand61.8%female.Moreover,39.0%of
sexuallyexperien'cedadolescentsrlrStengagedinsexualintercoursebeforeage15,30.6%
betweenages15and16,and26.1%atage17orabove.Resultsbasedondemographicareaof
residenceindicatedthat41% ofsexuallyexperiencedadolescentslivedinurbanareas
bopulation100,000ormore),27% inmediumurban areas(populationbetween30,000and
99,999),and24%inruralareas(tovmsandviuageswithpopulationslessthan30,000).Rural
areashadasignificant)y)argernumberofadolescentswhofirsthadsexualintercourseatanearly
age.Amongsexuallyexperiencedadolescents,genderdiffTerencesinfactorsinnuenclngPeer
relationshipsandsexwereobserved.Sexualvaluesvarieddependingonageatfirstintercourse
andareaofresidence.Many,regardlessofgender,requestedthatsexeducationbegivenin
elementaryormiddleschool.Ontheotherhand,asignificantlylargenumberofsexually
experiencedadolescentspreferredtoleanaboutmale/femalephysiologies,sexualintercourse,
andthemeanlngOfsexinlifeatalaterage;thispreferencewasinverselycorrelatedwithageat
BlrStintercourse.
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スライ ド 1

スライ ド2

スライド3

スライ ド4

inJapanhasraisedthopcssibili吋tJlatearliersexeducationmaybe
needed.Thepurposeofthisresearchwastodarifythecharacteristicsof
teenagerswhohaveexperiencedsextJallntercDUrSe.Participants
jnctuded2.779odor3.819teenagOboysandgI'TTsさelededfromS-
Prefedure(72.8%).Thequestionna'lrlinvestJgationofsexualconcornB
andbehaviorswasconductedfrom September2006throughJanuary
2007.Of683teenagersNthsexualexperience.261werernafe(38.2%).
and422Ⅵ倍refemaTe(61.8%),Twohundredfo～-nineoItheteenagers
surveyedhadtheirfirstsextJalexpenenoewhenyoLJngerthin 15yeaTS
o一d(39.0%).209teenagersattheageof16(30･6%),and178vdlerl
o一dertJlan17(28.1%).MoreteenagersinrtJralareashadexperknCeat
aneddyage.whi一erTIOreinurbanareashdconcemSaboutsex.
Sexualけexperiencodteenagersshowedgenderdifferenceshtheir
rdationsMpsandfactorsin¶uenclngSeXtJarbehavior.tnadd托ion.
teenagershaddifrererdSeXLJalvaluesdependingontheageatWhidl
theyhadtheirfirstexpenence.
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ThequestionnairesurveysweredistHbut占dbythi岳
agegroupby3.819menandwoman-らyoun9
person,and,next,coHectedduringJanuary.2007
2006inSeptember.Intheresponsetowhich
2,859wasreturned,astatisticalanatysISWas
executedbytheva一idresponseof2,779(effective
responserateof72.8%)basedontheareaofthe
characterofthedwemng,theageat月rstsexua一
intercourse.andthepopulation.

スライ ド5

スライ ド6

スライ ド7

スライ ド8

woman)thatshowedthat1.973respondents(74.3%)Were
sexualinexperiencedwasexperiencedsexualasforthe
result,Moreover.anexperiencedyoungpersonis30.6%
of39.0% in17yearsofdoftheageof15,16,and26.1%
thecharactertohavebeenengagedinsexualintercourse
市rstbeforeattheageof15.Asaresultofbasedonthe
areaofthepopu一ationofthedwemn9,41%showedthatan
experiencedyoungpersonhadlivedinthecharacterby
24%((townwherethepopulationoflessthanthreeexisted
andvillage)in27%(ac'ltypart(population100,000or
more)andamediumcitypaft)(POPUlationof30.0001
99,999)andm ra=-egions.

lnmralregtons,therewerequitea一otofyoungPeople
whohadhadsexualintercourse月rstinchiTdhood.

Thegendervgapoftheelementthatinfluencedthe
peerre一ationshipandsexwasobservedsexualinan
experiencedyoun9Person.Asexua一valuewas
differentwithdepended¶rstintheexchangeandthe
areainthea9eOf仙edwe=ng.Thesexeducation
demandedaTotregardlessofthecharactersothatit
wasbasic,natureorajuniorhighschool.

Figure l､2.3.4.5.6.7､8.9.10.ll
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Ontheotherhand,preferedofmanyquitewasdone
sothatanexperiencedyoungpersonmayleam
sexualhtercourseandaphysioToglCalofthemanor
thewomanofsexmeaningbythefifeinthe
characterlnchildhood.Thisfavorre一atedoppositely
withtheagefirstintheexchange.

Iwishtoexpressmygratitudetoeveryonels
principalofthejuniorhighschoo一.thehtghschool
inNaganoinwhichthisinvestigationsincerely
cooperated.andthestudentandtheschoo一
personneltowhom Aam registered.
ltnotesI't.Thisresearchwassupportedby
NaganoUniversitytowhichResearchspecfalby
2006-2007Wasnursed.
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